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本器を末永くご愛用いただくために、ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しい方法でご
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安全にご使用いただくために  
                 
 ご注意 
 

・ この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解してからご使用ください。 

・ 本書は、再発行致しませんので、大切に保管してください。 

・ 製品の本来の使用法及び、取扱説明書に規定した方法以外での使い方に対しては、安全性の

保証はできません。 

・ 取扱説明書に記載された内容は、製品の性能、機能向上などによって将来予告なしに変更す

ることがあります。 

・ 取扱説明書に記載された絵、図は、実際のものと異なる場合があります。また一部省略した

り、抽象化して表現している場合があります。 

・ 取扱説明書の内容に関して万全を期していますが、不審な点や誤り記載漏れなどにお気づき

の時は、技術サービスまでご連絡ください。 

・ 取扱説明書の全部または、一部を無断で転載、複製することを禁止します。 

 

 
 使用している表示と絵記号の意味 

 
■ 警告表示の意味 

警告
 

警告表示とは、ある状況または操作が死亡を引き起こす危険性があることを

警告するために使用されます。 

注意
注意表示とは、ある状況または操作が機械、そのデータ、他の機器、財産に

害を及ぼす危険性があることを注意するために使用されます。 

ＮＯＴＥ 注記表示とは、特定の情報に注意を喚起するために使用されます。 

 
 ■絵記号の意味 
 

 

 
警告、注意を促す記号です。 

 
禁止事項を示す記号です。 

 
必ず実行しなければならない行為を示す記号です。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

警告
 

感電や人的傷害を避けるため、以下の注意事項を厳守してください。 

 
禁止 

 
取扱い説明書の仕様・定格を確認の上、定格値を超えてのご使用は避けてください。

使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
 
 

 
禁止 

 
本器を結露状態または水滴のかかる所で使用しないでください。 
故障の原因となります。また製品の性能が保証されません。 
 
 

 
禁止 

 
接続する時、電気知識を有する専門の人が行ってください。 
専門の知識や技術がない方が行うと危害や損害を起こす原因となる場合がありま

す。 
 

 
分解禁止 

 
カバーをあけたり、改造したりしないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 
 

 
強制 

 
接続ケーブル等（電源コードを含む）は使用する前に必ず点検（断線、接触不良、

被覆の破れ等）してください。点検して異常のある場合は、絶対に使用しないでく

ださい。   
使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
              

 
強制 

 
本器と被試験物とを接続する場合は必ず、被試験物が活動状態か停電している状態

かを検電器等で確認してから接続してください。  
感電の原因となる場合があります。 
 

 
強制 

 
設置、計測中に電源ブレーカーが切れた場合、切れた原因を明確にして、その原因

を取り除いてから試験を再開してください。 
そのまま行うと火災・感電の原因となります。 
 

 
強制 

 
被試験物にＥＡＲＴＨ（アース）端子がある場合、必ず接地してください。 
感電の原因となる場合があります。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

注意
 

本器または被試験装置の損傷を防ぐため、記載事項を守ってください。 

 
禁止 

 
落下させたり、堅いものにぶつけないでください。 
製品の性能が保証されません。故障の原因になります。 
 

 
禁止 

 
本器の清掃には、薬品（シンナー、アセトン等）を使用しないでください。 
カバーの変色、変形を起こす原因となります。 
     

 
禁止 

 
発電機を使用する場合は、本器の定格に合わせて余裕のある発電機をご使用くださ

い。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
禁止 

 
保管は、５０℃以上の高温の所または、－１０℃以下の低温の所及び、多湿な所を

さけてください。また直射日光の当たる所もさけてください。 
故障の原因となります。 
 

 
禁止 

 
ゆるいコンセントに電源コードを差し込んで運転しないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
禁止 

 
電源ドラムから電源をとる場合、コードの長さ（距離）に注意してください。 
製品の性能が保証されません。  
     

 
強制 

 
接続ケーブルの取り外しは、コード自体を引っ張らずにロックを緩めてからコネク

タ部を持って外してください。 
コード自体を引っ張るとコードに傷がつき、誤動作、感電の原因となる場合がありま

す。 
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製品の開梱 
 

 
本器到着時の点検 

 
本器がお手元に届きましたら輸送中において異常または破損や紛失物が

ないか点検してからご使用ください。 
万一、損傷等の異常がある場合にはお手数ですが弊社最寄の支店・営業所

またはお買い求めの取次店へご連絡ください。 
 

 
製品の開梱 

 
次の手順で開梱してください。 
手 順 作 業 
１ 梱包箱内の書類等を取り出してください。 
２ 製品を梱包箱から注意しながら取り出してください。 

３ 
梱包箱内の全ての付属品を取り出し、標準装備の付属品が全

て含まれているかどうか確認してください。 
 

 
 

免責事項について 
 
 

●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定

器です。試験、測定に関わる専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤った測定による感電事故、

被測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。 

本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第 6章 第 59 条、第 60 条及び第 60 条

の 2に定められた安全衛生教育を実施してください。 

●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、電気

機器、電気設備などの特性を改善したり、劣化を防止するものではありません。被試験物、被測定物

に万一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる事故損害につい

ては責任を負いかねます。 

●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。また、

本商品の操作、測定による建物等への損傷についても弊社は一切責任を負いません。 

●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お

客様の故意または過失、誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責

任を負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記載のな

い条件での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。 
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1.1 概要 
 

新しいエネルギーとして各企業では、経済産業省が提唱しているコージェネレーションによる総合効率を高め

るシステムの導入を行い、一般家庭においては太陽エネルギーを電力に変換するシステムを導入しつつあります。 
ＭＶＦ－１は、これらの系統に設置される電圧継電器、周波数継電器の特性管理値を測定する、操作性に優れ

た専用試験器です。また、屋外の離れた場所で試験されることが多いため、軽量化を図りながら出力は電源の影

響を受けない無歪波形となっています。 
 

1.2 特徴 
 

 単相 AC100V 電源による動作 

単相 AC100V 電源から三相電源を出力できます。 

 出力電圧調整が容易 

三相一括および各相電圧を任意に出力できます。 

 出力周波数調整が容易 

周波数調整にロータリーエンコーダーを採用。思い通りの連続可変ができます。 

 継電器の接点動作を自動判別 

内蔵のマイクロコンピュータが接点を自動判別します。 

 無歪波形の出力 

発電機の電源でも無歪波形を出力できます。 

 単相・三相用の電圧／周波数継電器試験に対応 

６種類の継電器に対応できるので、試験業務の効率が向上しました。 

 

 不足電圧継電器 

 過電圧継電器 

 不足周波数継電器 

 過周波数継電器 

 反相継電器 

 欠相継電器 

 

 安全設計 

・ 補助電源に５Ａサーキットプロテクタを採用しました。 

・ 各検出をブザー音にて警告する機能を付加しました。 

・ 試験コードのクリップ部に絶縁クリップを採用し、結線接続時のショートや感電事故を防止します。 

・ 電圧出力の ON/OFF 機能に加え、電圧出力中に結線切換スイッチを操作した場合は、自動的に電圧出

力を OFF する機能を付加しました。 
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1.3 付属品 
 
1.3.1 付属コード 
 

製品名 長さ 本数 

電圧コード ５．０ｍ １ 

トリップコード ５．０ｍ １ 

補助電源コード ５．０ｍ １ 

電源コード ５．０ｍ １ 

アースコード ５．０ｍ １ 

 
 

電圧コード 
0.75□ ３芯 灰 

Ｕ

Ｗ

赤ｸﾘｯﾌﾟ

黒ｸﾘｯﾌﾟ

白ｸﾘｯﾌﾟ
Ｖ

５ｍ 

 

トリップコード 
0.75□ ２芯 黄 

黄ｸﾘｯﾌﾟ

黄ｸﾘｯﾌﾟ

５ｍ 

 

補助電源コード 
0.75□ 平行線 灰 

P1

P2

赤ｸﾘｯﾌﾟ

黒ｸﾘｯﾌﾟ

５ｍ 

 

電源コード 
0.75□ ２芯 灰 

 
５ｍ 

 

アースコード 
0.75□ 緑 

 
５ｍ 

 
 
1.3.2 その他 
 

製品 数量 

１０Ａヒューズ（電源回路保護用） １本 

１Ａヒューズ（Ｕ－Ｖ／Ｖ－Ｗ相間保護用） ２本 

付属コード収納バッグ（名刺入れ付） １個 

取扱説明書（合格証付き） １部 

保証書 １枚 
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1.4 各部の名称 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

① 電源スイッチ 本器の電源を ON/OFF するスイッチです。 

② 電源入力コネクタ 電源コードを接続し、AC100V 電源を入力します。 

③ 電源ヒューズ(F3,10A) 電源入力アース側の保護用ヒューズです。 

④ 接地端子 アースコードを接続し、本器を接地する接地端子です。 

⑤ 極性確認ランプ 電源極性が正しくとれたことを示すランプ(検電器)です。 

⑥ 補助電源出力切換スイッチ 補助電源の出力電圧を切り換えます。 

⑦ 補助電源出力コネクタ 補助電源コードを接続し、継電器に電源を供給します。 

⑧ 補助電源スイッチ 補助電源出力を ON/OFF するスイッチです。(５Ａブレーカー) 

注意 
・ メーターカバーはアクリル樹脂で成形されているため、冬季の乾燥した時期に

は、静電気により帯電することがあります。 

・ メーターの表面を触ると指針が振れる、ゼロ調整ができない等の症状がある場

合は、帯電している可能性があるため、測定を行わないでください。 

・ 製造時に帯電防止剤の塗布により予防処置をおこなっておりますが、経年的に

帯電防止効果が薄れた場合に、静電気によりメーターが予期せぬ動作をするこ

とがあります。その際には、帯電防止剤の塗布等の 

  処置を行なってください。（詳しくは、P.57「保守」 の項をご参照ください。） 

 
 

1 2  3  4 56783891037 

12 

13 14 15 

39
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31 32 33 34 35 36
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⑨ トリップ／接点確認 

切換スイッチ 

動作時間計測(トリップ)または、接点動作確認(接点確認)を選択します。

⑩ トリップ入力コネクタ トリップコードを接続し、継電器の動作を検出します。 

⑪ 接点／電圧切換スイッチ 継電器の動作出力に合わせ、無電圧接点の時は接点側、電圧出力の時は

電圧側にします。 

⑫ OUTPUT(電圧出力)スイッチ 電圧出力を ON/OFF するスイッチです。 

電圧出力中はスイッチが点灯します。 

⑬ 電圧出力ヒューズ(F2,1A) V-W 相間の電圧出力保護用ヒューズです。 

⑭ 電圧出力コネクタ 電圧コードを接続します。 

⑮ 電圧出力ヒューズ(F1,1A) U-V 相間の電圧出力保護用ヒューズです。 

⑯ U-V 電圧計 U-V 相間の電圧値を指示する指示計器です。 

⑰ V-W 電圧計 V-W 相間の電圧値を指示する指示計器です。 

⑱ W-U 電圧計 W-U 相間の電圧値を指示する指示計器です。 

⑲ 試験切換スイッチ 試験を行う継電器に合わせて切り換えます。 

電圧出力中に切り換えると電圧出力を OFF します。 

⑳ 結線切換スイッチ 電圧を出力する結線を切り換えます。 

電圧出力中に切り換えると電圧出力を OFF します。 

㉑ 試験相切換スイッチ 試験する相を切り換えます。 

㉒ 電圧レンジ切換スイッチ 出力電圧及び電圧計レンジを切り換えます。 

㉓ 試験電圧三相一括調整ツマミ 試験電圧の各線間電圧を一括で調整できます。 

㉔ 基準電圧三相一括調整ツマミ 基準電圧の各線間電圧を一括で調整できます。 

㉕ 試験電圧 U-V 調整ツマミ 試験電圧の U-V 間に於ける相間電圧を調整します。 

㉖ 基準電圧 U-V 調整ツマミ 基準電圧の U-V 間に於ける相間電圧を調整します。 

㉗ 試験電圧 V-W 調整ツマミ 試験電圧の V-W 間に於ける相間電圧を調整します。 

㉘ 基準電圧 V-W 調整ツマミ 基準電圧の V-W 間に於ける相間電圧を調整します。 

㉙ 試験電圧 W-U 調整ツマミ 試験電圧の W-U 間に於ける相間電圧を調整します。 

㉚ 基準電圧 W-U 調整ツマミ 基準電圧の W-U 間に於ける相間電圧を調整します。 

㉛ 周波数設定 

ロータリーエンコーダー 

基準・試験周波数切換スイッチで選択された周波数を設定します。 

㉜ 基準・試験周波数 

切換スイッチ 

基準周波数または試験周波数の設定を切り換えます。 

㉝ 試験周波数表示器 出力電圧の試験周波数を表示します。 

㉞ 基準周波数表示器 

 

出力電圧の基準周波数を表示します。 

試験切換スイッチを周波数に設定したときのみ表示されます。 

㉟ 動作時間表示器(カウンター) 継電器の動作時間を表示します。 

トリップ／接点確認切換スイッチがトリップ側の時のみ機能します。 

㊱ ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチ 試験設定での出力を開始／終了するためのスイッチです。 

試験設定での出力中はスイッチが点灯します。 

トリップ／接点確認切換スイッチがトリップ側の時は、カウンターが動

作します。 

㊲ U-V 電圧計×２表示器 電圧計指示値の２倍の電圧を出力していることを表示します。 

結線切換スイッチを 1φ3W、試験相切換を V-W に設定したときに点灯しま

す。 

㊳ V-W 電圧計×２表示器 電圧計指示値の２倍の電圧を出力していることを表示します。 

結線切換スイッチを 1φ3W、試験相切換を W-U に設定したときに点灯しま

す。 

㊴ W-U 電圧計×２表示器 電圧計指示値の２倍の電圧を出力していることを表示します。 

結線切換スイッチを 1φ3W、試験相切換を U-V に設定したときに点灯しま

す。 
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1.5 製品仕様 
 
1.5.1 一般仕様 
 

使用環境 0～40℃、80% RH 以下  ただし結露しないこと 

保存環境 -10～50℃、80% RH 以下   

耐電圧 電圧出力－ケース間 AC1500V１分間 

 トリップ－ケース間 AC1000V１分間 

絶縁抵抗 電圧出力－ケース間 DC500V 100MΩ以上 

 トリップ－ケース間 DC500V 100MΩ以上 

適用規格 電圧継電器 JEC 2511（電圧継電器） 

表示器 7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ LCD 表示器 

外形寸法 約 425(W)×302(D)×175(H) mm(突起部含まず) 

質量 約 15kg 

冷却ファン 内蔵 

 
1.5.2 基本仕様 
 
電源 AC 100V±10%  1Φ 50/60Hz 

消費電力 約 300VA 補助電源出力を含まず 

補助電源出力 AC 100V±10% 500VA 入力電源から直接出力 

 DC 24V±10% 10W  

 DC 48V±10% 10W  

 DC 110V±10% 10W  

出力  

電圧出力   

出力範囲 AC 0～300V AC 0～30/75/150/300V ４レンジ切換 

出力容量 各相 25VA±10%  

  連続出力時間 10 分 定格出力時 

波形歪み 1.0%以下 各レンジ定格値の１０％以上に於いて 

結線方式 ３種類切換 １φ２Ｗ，１φ３Ｗ，３φ３Ｗ(Ｖ結線) 

周波数   

出力範囲 40.00Hz～70.00Hz  

安定度 ±0.01Hz  

表示器   

 電圧計(U-V,V-W,W-U)   

  動作方式 内磁形可動コイル 実効値表示 

  指示範囲 AC 0～30/75/150/300V 1φ3W 及び欠相試験時×2倍表示ランプ点灯 

  精度 AC 75/150/300V ±1.0% of f.s. 

 AC 30V ±2.0% of f.s. 

 時間計   

  表示器 7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ 4 桁 液晶表示器 

  測定単位 S(SEC) 小数点自動切換 

  測定精度  

測定単位 測定範囲 最小測定分解能 測定精度 

S(SEC) 0.001～999.9 1mSEC rdg±5dgt 
 

 周波数表示計(試験，設定)   

  表示器 7 ｾｸﾞﾒﾝﾄ 4 桁 液晶表示器 

  設定範囲 40.00Hz～70.00Hz ロータリーエンコーダーにより設定 

  分解能 0.01Hz  

  精度 ±0.01Hz±1dgt  

入力   

 トリップ   

  接点入力 a/b 接点 自動判別 

  電圧入力   

   入力インピーダンス 100kΩ  

   AC/DC 10～250V 
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1.5.3 機能仕様 
 
ブザー  

電源投入時 

保護継電器動作時 

(試験出力停止時) 

ピピッ 

 試験開始時 ピッ 

接点確認(C.CHECK)で a 接点検出中 ピー（連続音） 

安全機能  

 電圧出力遮断機能 電圧出力中に試験切換スイッチ、結線切換スイッチを操作した場合は、安全の

ため電圧出力を遮断します。 

電圧設定機能 OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦのときは、外部に電圧が出力することなく

電圧計のみが動作しますので、基準電圧／試験電圧の各出力電圧を設定するこ

とができます。 
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2.1  各部の基本機能 
 

極性確認ランプ 

 

 

 

 

接地端子（  ） 

アースコードにより接地回路へ接続します。 

極性確認ランプ 

接地端子をアースコードにより接地回路へ接続し、電源コードを接続したとき

にランプが点灯することを確認してください。 

点灯しない場合は、電源コードのプラグの差込を逆にして、点灯することを確

認してください。 

 注意 

・ 商用電源など、極性を持った電源を使用し、継電器へ補助電源から電

源を供給する場合には、極性確認ランプにより、必ず電源極性を確認

してください。 

・ 電源極性が正しく取られている場合、補助電源出力をＡＣ１００Ｖと

したとき、補助電源コードのＰ１側はＬＩＮＥ側の極性になり、Ｐ２

側はＥＡＲＴＨ側の極性になります。 

・ 電源極性を確認しないと、補助電源出力Ｐ１，Ｐ２の極性が逆になり、

継電器へ電源を供給したとき、Ｐ２側が接地されていると電源が短絡

します。 
   

電源入力部 

 

電源入力コネクタ 

電源コードを接続し、本体に電源を供給します。 

ＡＣ１００±１０Ｖ，５０／６０Ｈｚ 

電源ヒューズ Ｆ３ 

電源回路保護用ヒューズ １０Ａ 

電源スイッチ 

本体の電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチです。 

補助電源出力部 

 

 

補助電源出力コネクタ 

補助電源を必要とする継電器を試験する場合に、本体の入力電源がそのまま出

力されます。 

 注意 

・ 電源極性が正しく取られている場合、補助電源出力をＡＣ１００Ｖと

したとき、補助電源コードのＰ１側はＬＩＮＥ側の極性になり、Ｐ２

側はＥＡＲＴＨ側の極性になります。 

補助電源出力をＤＣ２４Ｖ，ＤＣ４８Ｖ，ＤＣ１１０Ｖとしたとき補

助電源コードのＰ１側は＋極性となり、Ｐ２側は－極性になります。
 

 警告 

・ 補助電源出力のＰ１、Ｐ２より試験器電源を取り込むことは非常に危

険です。絶対に行なわないでください。このような使用方法により発

生した、いかなる損害、損失、傷害等に関して、弊社は一切その責任

を負いません。
  

補助電源スイッチ（５Ａサーキットプロテクター） 

補助電源出力をＯＮ／ＯＦＦします。 

補助電源切換スイッチをＡＣ１００Ｖとしたとき、出力短絡保護用５Ａサーキ

ットプロテクターとして機能します。 

直流電圧出力の場合は、過負荷時は電圧が垂下しますので、サーキットプロテ

クターとしては機能しません。 

補助電源出力切換スイッチをＯＦＦとした場合は、補助電源出力スイッチをＯ

Ｎにしても出力はされません。 

  注意 

・ 電源入力コネクタから電源が供給されているときに有効となります。
  

補助電源出力切換スイッチ 

補助電源出力電圧をＡＣ１００Ｖ，ＯＦＦ，ＤＣ２４Ｖ，ＤＣ４８Ｖ，ＤＣ１

１０Ｖから選択します。 
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トリップ入力部 

 

 

トリップ入力コネクタ 

トリップコードを接続し、トリップ検出を行います。 

 

トリップ／接点確認切換スイッチ 

継電器の試験時、継電器が動作したときに、試験出力を自動的に停止させる(ト

リップ側)か、停止させずにブザーを鳴らす(接点確認側)かを選択します。 

 

接点／電圧切換スイッチ 

継電器の動作出力に合わせ、無電圧接点のときは接点側に、電圧出力のときは

電圧側に合わせます。 

接点側のときは、ａ接点、ｂ接点を自動的に判別し、接点動作を検出します。

電圧側の時は、１０Ｖ以上の入力時に継電器動作と判定します。 

電圧出力部 

 

 

電圧出力コネクタ 

電圧コードを接続し、Ｕ，Ｖ，Ｗ相の電圧を出力します。 

 

電圧出力ヒューズ Ｆ１ 

Ｕ－Ｖ相間電圧出力の短絡、過電流保護用ヒューズ １Ａ 

 

電圧出力ヒューズ Ｆ２ 

Ｖ－Ｗ相間電圧出力の短絡、過電流保護用ヒューズ １Ａ 

OUTPUT(電圧出力)スイッチ 

 

 

 

OUTPUT(電圧出力)スイッチ 

電圧出力をＯＮ／ＯＦＦします。 

一度押すとＯＮ(ランプ点灯)、もう一度押すとＯＦＦ(ランプ消灯)します。 

電圧出力ＯＮ中に、試験切換スイッチ、結線切換スイッチ、試験相切換スイッ

チ、電圧レンジ切換スイッチを操作すると、安全のため電圧出力を自動的にＯ

ＦＦにします。 

電圧出力ＯＦＦ(ランプ消灯)中でも電圧計は機能しますので、基準電圧／試験

電圧の設定が行えます。 

出力電圧三相一括調整器 

 

 

 

 

 

 

基準電圧三相一括調整ツマミ（下段） 

試験出力前の、基準出力電圧を三相一括して調整します。 

このツマミが「０」の時は、基準電圧が出力されません。 

また、ツマミが最大位置にあるときは、各相間基準電圧をそれぞれ最大値まで

調整することができます。 

試験切換スイッチが電圧の時は、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチがＯＦＦ（消

灯）の時に機能します。 

試験切換スイッチが電圧以外の時は、常時機能します。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力されませ

ん。 

 

試験電圧三相一括調整ツマミ（上段） 

試験出力電圧を三相一括して調整します。 

このツマミが「０」の時は、試験電圧が出力されません。 

また、ツマミが最大位置にあるときは、各相間試験電圧をそれぞれ最大値まで

調整することができます。 

試験切換スイッチが電圧、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチがＯＮ（点灯）の時

に機能します。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力されませ

ん。 

試験切換スイッチが電圧以外の時は、機能しません。 
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Ｕ－Ｖ相間出力電圧計 

 

 

Ｕ－Ｖ電圧計 

電圧レンジ切換スイッチに連動して、Ｕ相とＶ相の相間出力電圧を指示し

ます。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力され

ません。 

 

Ｕ－Ｖ電圧計×２表示器 

結線切換スイッチを１φ３Ｗ、結線切換スイッチをＶ－Ｗとしたときに点

灯し、Ｕ相とＶ相間の電圧がＵ－Ｖ電圧計指示値の２倍の電圧を出力して

いることを表します。 

電圧レンジ切換スイッチが３００Ｖ、指示電圧が３００Ｖの時は、６００

Ｖが出力されています。 

Ｕ－Ｖ相間電圧調整器 

 

 

 

 

基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミ（下段） 

試験前のＵ－Ｖ相間基準出力電圧を調整します。 

試験切換スイッチが電圧の時は、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチがＯＦＦ

（消灯）の時に機能します。 

試験切換スイッチが電圧以外の時は、常時機能します。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力され

ません。 

 

試験電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミ（上段） 

試験時のＵ－Ｖ相間出力電圧を調整します。 

試験切換スイッチが電圧、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチがＯＮ（点灯）

の時に機能します。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力され

ません。 

試験切換スイッチが電圧以外の時は、機能しません。 

Ｖ－Ｗ相間出力電圧計 

 

 

Ｖ－Ｗ電圧計 

電圧レンジ切換スイッチに連動して、Ｖ相とＷ相の相間出力電圧を指示し

ます。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力され

ません。 

 

Ｖ－Ｗ電圧計×２表示器 

結線切換スイッチを１φ３Ｗ、結線切換スイッチをＷ－Ｕとしたときに点

灯し、Ｖ相とＷ相間の電圧がＶ－Ｗ電圧計指示値の２倍の電圧を出力して

いることを表します。 

電圧レンジ切換スイッチが３００Ｖ、指示電圧が３００Ｖの時は、６００

Ｖが出力されています。 

Ｖ－Ｗ相間電圧調整器 

 

 

 

 

基準電圧Ｖ－Ｗ調整ツマミ（下段）（１φ３Ｗ，３φ３Ｗのみ） 

試験前のＶ－Ｗ相間基準出力電圧を調整します。 

試験切換スイッチが電圧の時は、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチがＯＦＦ

（消灯）の時に機能します。 

試験切換スイッチが電圧以外の時は、常時機能します。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力され

ません。 

 

試験電圧Ｖ－Ｗ調整ツマミ（上段）（１φ３Ｗ，３φ３Ｗのみ） 

試験時のＶ－Ｗ相間出力電圧を調整します。 

試験切換スイッチが電圧、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチがＯＮ（点灯）

の時に機能します。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力され

ません。 

試験切換スイッチが電圧以外の時は、機能しません。 
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Ｗ－Ｕ相間出力電圧計 

 

 

 

Ｗ－Ｕ電圧計 

電圧レンジ切換スイッチに連動して、Ｗ相とＵ相の相間出力電圧を指示し

ます。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力され

ません。 

 

Ｗ－Ｕ電圧計×２表示器 

結線切換スイッチを１φ３Ｗ、結線切換スイッチをＵ－Ｖとしたときに点

灯し、Ｗ相とＵ相間の電圧がＵ－Ｖ電圧計指示値の２倍の電圧を出力して

いることを表します。 

電圧レンジ切換スイッチが３００Ｖ、指示電圧が３００Ｖの時は、６００

Ｖが出力されています。 

Ｗ－Ｕ相間電圧調整器 

 

 

 

 

基準電圧Ｗ－Ｕ調整ツマミ（下段）（３φ３Ｗのみ） 

試験前のＷ－Ｕ相間基準出力電圧を調整します。 

試験切換スイッチが電圧の時は、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチがＯＦＦ

（消灯）の時に機能します。 

試験切換スイッチが電圧以外の時は、常時機能します。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力され

ません。 

 

試験電圧Ｗ－Ｕ調整ツマミ（上段）（３φ３Ｗのみ） 

試験時のＷ－Ｕ相間出力電圧を調整します。 

試験切換スイッチが電圧、ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチがＯＮ（点灯）

の時に機能します。 

但し、OUTPUT(電圧出力)スイッチがＯＦＦの時は、外部へ電圧が出力され

ません。 

試験切換スイッチが電圧以外の時は、機能しません。 

試験切換スイッチ 

 

 

 

 

 

試験切換スイッチ 

試験をする継電器に合わせて、周波数、電圧、反相、欠相から選択し切り

換えます。 

電圧出力中に切り換えると、安全のため電圧出力をＯＦＦにします。 

電圧の設定中に切り換えると、瞬間的に電圧計が｢０｣に戻ります。 

周波数：周波数継電器の試験を行います。 

    ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチをＯＮ（点灯）すると、基準周波

数から試験周波数に切り替わります。 

電 圧 ：電圧継電器の試験を行います。 

    ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチをＯＮ（点灯）すると、基準電圧

から試験電圧に切り替わります。 

反 相 ：反相継電器の試験を行います 

    ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチをＯＮ（点灯）すると、試験相切

換スイッチで選択された相が反転します。 

    (例) Ｗ－Ｕ → Ｕ－Ｗ に反転 

欠 相 ：欠相継電器の試験を行います。 

    ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチをＯＮ（点灯）すると、試験相切

換スイッチで選択された相間の出力電圧が「０」になります。 

結線切換スイッチ 

 

 

結線切換スイッチ 

電圧出力の結線を、１φ２Ｗ，１φ３Ｗ，３φ３Ｗから選択し切り換えま

す。 

全ての試験で機能します。 

電圧出力中に切り換えると、安全のため電圧出力をＯＦＦにします。 

電圧の設定中に切り換えると、瞬間的に電圧計が｢０｣に戻ります。 
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試験相切換スイッチ 

 

 

試験相切換スイッチ 

電圧出力の相順をＵ－Ｖ、Ｖ－Ｗ、Ｗ－Ｕから選択し、切り換えます。 

（相順をローテーションします。） 

スイッチ位置：電圧出力コードの相→実際の出力相 

Ｕ－Ｖ：Ｕ→Ｕ，Ｖ→Ｖ，Ｗ→Ｗ 

Ｖ－Ｗ：Ｕ→Ｗ、Ｖ→Ｕ，Ｗ→Ｖ 

Ｗ－Ｕ：Ｕ→Ｖ，Ｖ→Ｗ，Ｗ→Ｕ 

電圧出力中に切り換えると、安全のため電圧出力をＯＦＦにします。 

電圧の設定中に切り換えると、瞬間的に電圧計が｢０｣に戻ります。 

電圧レンジ切換スイッチ 

 

 

電圧レンジ切換スイッチ 

出力電圧及び電圧計のレンジを、３０Ｖ，７５Ｖ，１５０Ｖ，３００Ｖか

ら選択し切り換えます。 

電圧出力中に切り換えると、安全のため電圧出力をＯＦＦにします。 

電圧の設定中に切り換えると、瞬間的に電圧計が｢０｣に戻ります。 

出力周波数設定部 

 

 

 

 

 

周波数設定ロータリーエンコーダー 

基準・試験周波数切換スイッチで選択された周波数を設定します。 

 

２．２ ロータリーエンコーダーの使い方をご参照ください。 

 

基準・試験周波数切換スイッチ 

周波数設定ロータリーエンコーダーで設定する周波数を選択します。 

基準側では、試験切換スイッチが周波数の時のみ機能し、試験前の基準周

波数を設定します。 

試験側では、試験出力時の周波数を設定します。試験切換スイッチが周波

数以外の場所では出力電圧の周波数を設定します。 

試験切換スイッチが周波数以外では、試験側のみ機能します。 

 

基準周波数表示器 

周波数試験では試験前の基準出力周波数を表示します。 

試験切換スイッチが、周波数の時のみ機能します。 

 

試験周波数表示器 

試験時の出力周波数を表示します。 

試験切換スイッチが周波数以外では、出力電圧の周波数表示も兼ねます。 

ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチ 

 

 

ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチ 

試験を開始（ＳＴＡＲＴ、ランプ点灯）／終了（ＳＴＯＰ、ランプ消灯）

するスイッチです。 

トリップ／接点確認切換スイッチがトリップ側の時は、トリップ入力から

継電器の動作を検出すると、試験を終了し基準出力状態に戻ります。 

動作時間表示器 

 

 

動作時間表示器 

試験出力の時間を表示します。 

トリップ／接点確認切換スイッチがトリップ側の時は、継電器の動作時間

を表示します。 
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2.2 ロータリーエンコーダーの使い方 
 

ＮＯＴＥ： 出力周波数の可変、設定にはロータリーエンコーダーを使用します。 

 
ロータリーエンコーダーの

使い方 

  操作 

ロータリーエンコーダーの操作には、上から押す操作と、左右に回す操作があります。 

２つの操作を組み合わせて、素早い数値設定が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

上から押す操作では、可変する桁を変更します。 

１回押すと最下位桁が点滅し、可変が可能となり、更に押す度に桁が上位に移動します。

設定されたレンジの最上位桁からさらに押すと全ての数字が点灯状態となり、可変が出来

なくなります。もう一度押すと最下位桁が点灯し、この動作を繰り返します。 

可変可能な桁は、数字が点滅します。 

 

左右に回す操作では、選択されている桁（数字が点滅する桁）の数値が増減できます。 

 

 右に回すと、数値が増えます。 

 

 左に回すと、数値が減ります。 

 

 

上から押すと 桁変更

左へ回すと 減少 右へ回すと 増加
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2.3 １φ３Ｗの電圧調整方法 
 

ＮＯＴＥ： １φ３Ｗ出力でＷ－Ｕの出力電圧は、Ｕ－Ｖ，Ｖ－Ｗ間の出力電圧の和が出力されま

す。このため、Ｗ－Ｕ単独での出力電圧調整はできません。 

 
１φ３Ｗの電圧調整方法   操作 

出力電圧三相一括調整器を基準側、試験側とも矢印方向（時計回り）へ最大に回しておきま

す。 

 

Ｕ－Ｖ，Ｖ－Ｗの各出力電圧調整器を操作し、出力電圧値を設定します。 
 
Ｗ－Ｕには、Ｕ－Ｖ，Ｖ－Ｗ相間電圧の和が出力されます。 
 

U

V

W

Ｕ－Ｖ間電圧

V-W間電圧

W-Ｕ間電圧

 
 

 

 

2.4 ３φ３Ｗの電圧調整方法 
 

ＮＯＴＥ： 本器の３φ３Ｗ出力は、Ｖ結線となっています。 

Ｗ－Ｕの出力電圧調整は、Ｕ－Ｖ，Ｖ－Ｗ間の電圧の大きさと位相調整によって行い

ますので、先にＵ－Ｖ，Ｖ－Ｗの出力電圧調整を行ってからＷ－Ｕの出力電圧を調整

してください。 

 
３φ３Ｗの電圧調整方法   操作 

出力電圧三相一括調整器を基準側、試験側とも矢印方向（時計回り）へ最大に回しておきま

す。 

 

Ｕ－Ｖ，Ｖ－Ｗの各相間電圧調整器を操作し、出力電圧値を設定します。 
 
Ｗ－Ｕの相間電圧調整器を操作し、出力電圧値を設定します。 
 

Ｕ－Ｖ間電圧

V-W間電圧

W-Ｕ間電圧

U

V W

 
 

 



4152-000ST007 

 20

 

 

2.5 三相一括調整器の使い方 
 

ＮＯＴＥ： 三相一括調整器が０の位置ではＵ－Ｖ，Ｖ－Ｗ，Ｗ－Ｕの各相間電圧調整器を操作し

ても電圧調整ができません。通常は、三相一括調整器を基準側、試験側とも矢印方向

（時計回り）へ最大に回した状態でご使用ください。 

 
出力電圧三相一括調整器の

使い方 

  操作 

出力電圧三相一括調整器を基準側、試験側とも矢印方向（時計回り）へ最大に回しておきま

す。 

 

Ｕ－Ｖ，Ｖ－Ｗ，Ｗ－Ｕの各相間電圧調整器を操作し、出力電圧値を任意に設定します。 
この時の設定電圧値が三相一括調整を行う場合の最大値（１００％）となります。 
 
出力電圧三相一括調整器を操作すると、各相同じ比率で一括調整することができます。 
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第３章 
 

試験手順 
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4152-000ST007 

  23

 

3.1 試験用電源について 
 

本器の使用電源 

 

 

 

本器の使用電源定格は AC100V ±10％ 1φ 50Hz／60Hz です。 

電源電圧は AC 90V～110V の電圧範囲でご使用ください｡ 

電源の種類は商用電源の他、発電機電源でも使用可能です。 

以下の使用条件を確認してご使用ください。 

 

 

商用電源使用の条件 

 

次の項目を確認してください。 

 
項目 確 認 事 項 

１ 
電源に使用する電路のブレーカーは、定格電流 10A 以上としてください。

●電路のブレーカー定格は余裕もった電源を確保してください。 

2 

本器は極性確認ランプ（検電器）を搭載していますので、ＥＬＢの二次側

から電源を供給するとＥＬＢが動作する場合があります。このようなとき

には、ＥＬＢの一次側から電源を供給してください。 

3 電源コードは付属の電源コードを使用してください。 

4 

電源スイッチを投入（ＯＮ）する前に、極性確認ランプで電源の極性を確

認してください。 

●極性確認の方法は→13 ページ［極性確認ランプ］の説明を参照してくだ

さい。 

5 本器の電源が AC 90V～110V の電圧範囲であることを確認してください。

6 

電源コードに平行ビニールコードを接続して延長する時は、電線太さは

2.0 ㎜ 2以上・長さ 30m 以内テーブルタップを使用してください。 

●電線が細く、長い場合には電圧降下により試験不能となる場合がありま

す。 

7 

電源コードに電工ドラムを接続して延長する時、電線太さは 2.0 ㎜ 2 以

上・長さ 30m 以内の電工ドラムを使用してください。 

●電線が細く、長い場合には電圧降下により試験不能となる場合がありま

す。 

8 
補助電源出力（ＡＣ１００Ｖ）は、入力電源から直接出力されますので 

試験する継電器の制御電源に合致していることを確認してください。 
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発電機使用の条件 

 

次の項目を確認してください。 

 
項目 確 認 事 項 

1 

電源に使用する発電機は定格容量1kVA以上の高容量型を用いてください。

●容量不足の発電機では、試験時の負荷変動で電圧降下して試験不能とな

る場合があります。 

2 
発電機を選定する時は、電圧変動・周波数変動が小さく波形歪みの少ない

性能のものを用いてください。 

3 試験器の電源コードは、付属の電源コードを使用してください。 

4 

携帯型発電機を電源に用いる場合は､電源の極性確認は必要ありません。

●大型仮設発電機(接地付)または設置型非常用発電機を使用する場合は､

商用電源と同様に必ず極性確認を行ってください。 

●極性確認の方法は→13 ページ［極性確認ランプ］の説明を参照してくだ

さい。 

5 

本器の電源入力電圧が AC 90V～110V の電圧範囲であることを確認してく

ださい。 

 

6 発電機の出力周波数設定が試験周波数であることを確認してください。 

7 

電源コードに平行ビニールコードを接続して延長する時は、電線太さは

2.0 ㎜ 2以上、長さ 30m 以内のテーブルタップを使用してください。 

●電線が細く、長い場合には電圧降下により試験不能となる場合がありま

す。 

8 

電源コードに電工ドラムを接続して延長する時は、電線太さは 2.0 ㎜ 2以

上、長さ 30m 以内の電工ドラムを使用してください。 

●電線が細く、長い場合には電圧降下により試験不能となる場合がありま

す。 
 

 



4152-000ST007 

  25

 

3.2  試験を始める前に 
 

ＮＯＴＥ 

・ 実際の試験を素早く、正確に実施するためには、試験の前に現場の状況、継電器の仕様、前回の試験データなど、

必要な資料を集め、事前に充分な準備をすることが大切です。 

 
以下の手順で作業を進めてください。 
 

設備の準備 

受電設備内 

手順   操作 

1 遮断器（ＣＢ）を遮断し、負荷側を解放します。 

2 断路器（ＤＳ）を開いて、負荷側を解放します。 

 

 

 

 

3 高圧検電器で母線が無電圧になっていることを確認します。 

4 電路の負荷側の３線を、短絡アースを使用して確実に接地回路へ接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 
本器の設置 手順   操作 

1 アースコードを接地端子に接続します。 

2 アースコードのクリップを接地回路へ接続します。 

3 電源コードを電源コネクタに接続します。 

4 電源プラグを AC 電源に接続します。 

5 電源の極性を確認します。極性確認ランプが点灯することを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告
 

●本器は、補助電源出力 P1,P2 端子からはＡＣ１００Ｖレンジでは電源電圧が出力されます。 

●極性確認後は、P1 端子は(LINE)、P2 端子は(EARTH)となりますので、P1 端子(LINE)を接地に接触させ

たり接続したりしますと、電源短絡となります。５Ａのブレーカーが遮断し保護しますが、十分に注意

してください。 

 

ＮＯＴＥ： 
●本器は極性確認ランプ（検電器）を搭載していますので、ＥＬＢの二次側から電源を供給するとＥＬＢ

が動作する場合があります。このようなときには、ＥＬＢの一次側から電源を供給してください。 

 

 警 告 
●フック棒の操作時は、電気用ゴム手袋を着用してください。 

 警 告 
●短絡アースは、感電の危険を防止する安全器具です。事故を未然に防ぐため

にも必ずご使用下さい。 

 警 告 
●極性確認ランプが点灯しない場合は、電源プラグの差込を逆にして、再度確

認します。１３頁の「極性確認ランプ」の機能説明を参照ください。 

ＮＯＴＥ：  
●携帯用発電機など、極性のない電源の場合には、極性確認ランプが点灯しな

いことがありますが試験は正常に行えます。 
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3.3  周波数継電器試験 
 系統連系時において系統事故時には、周波数が低下したり上昇したりします。周波数継電器( Frequency Relay )

は、この周波数の低下、上昇を検出して発電設備(ソーラーシステムやコージェネレーションシステム)を系統か

ら解列(切り離す)する保護継電器です。 

  種類としては、目的に応じて下記の２種類があります。 

① 不足周波数継電器・・・系統事故時には周波数が低下しますので、これを検出して発電設備を系統から 

             解列し、単独運転を防止します。 

② 過周波数継電器 ・・・系統事故による単独運転により周波数上昇を生じた場合、これを検出して発電   

設備を系統から解列し保護します。 

  この試験器は、周波数継電器の不足周波数動作試験、過周波数動作試験、および各動作時間試験を行うことが

できます。ここでは、K2ZC-K2FU-N(不足周波数継電器・UFR)と K2ZC-K2FA-N(過周波数継電器・OFR)の試験方法

について記載します。 

3.3.1 試験準備 
 

各スイッチを以下の様に設定してください。 
 

 名称 位置 

電源スイッチ OFF 

補助電源出力切換スイッチ OFF 

補助電源スイッチ OFF 

トリップ／接点確認切換スイッチ 接点確認 

接点／電圧切換スイッチ 接点 

基準・試験周波数切換スイッチ 基準 

試験切換スイッチ 周波数 

結線切換スイッチ 1φ2W 

試験相切換スイッチ U-V 

電圧レンジ切換スイッチ 30V 

試験電圧三相一括調整ツマミ MAX 

基準電圧三相一括調整ツマミ MAX 

U-V 間 試験(上段)・基準(下段)電圧調整ツマミ 0 

V-W 間 試験(上段)・基準(下段)電圧調整ツマミ 0 

W-U 間 試験(上段)・基準(下段)電圧調整ツマミ 0 
  

 

本器の操作 手順 操作 

1 下記のコードを接続します。 

電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

電源コネクタ 電源コード 

接地端子 アースコード 
   

  

継電器の操作 

 

 

手順 操作 

1 継電器裏面の P1,P2,S1,S2 端子の接続を外します。（図１参照） 

 警告
 

・P1,P2,S1,S2 端子の接続を外さないで結線をしますと、１次側に高圧が発生し人身事故

や機器の損傷につながる可能性があります。十分に注意してください。 

 

2 継電器に下記のコードを接続します。 

継電器の S1(－)端子 補助電源コードの黒(P2)クリップ 

継電器の S2(＋)端子 補助電源コードの赤(P1)クリップ 

継電器のａ端子(またはｘａ端子) トリップコードの黄クリップ 

継電器のａ端子(またはｘｃ端子) トリップコードの黄クリップ 

継電器の P1 端子 電圧コード赤(U)クリップ 

継電器の P2 端子 電圧コード白(V)クリップ 

3 継電器のカバーを外します。整定値(動作周波数・動作時間)の確認をします。 
   



4152-000ST007 

  27

 

 
 
結線図  

                                                   
   

P1

P2

S1

S2

xb

xc

xa

a

a

L1

L2

短絡すると

R S T

K2ZC-K2FU-N

＋

－

DC 24V

PT

電源コ－ド
AC100V

動作しません

トリップコ－ド

補助電源
コ－ド

電圧
コ－ド

ア－ス
コ－ド

赤ｸﾘｯﾌﾟ

白ｸﾘｯﾌﾟ

黒ｸﾘｯﾌﾟ

赤 ｸﾘｯﾌﾟ

黒ｸﾘｯﾌﾟ

  
                    
 
 

 
図１ 周波数継電器試験の共通配線 

 
警告

 
 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 

 



4152-000ST007 

 28

 
3.3.2 不足周波数継電器の動作試験 

ここでは、不足周波数継電器(Ｋ２ＺＣ－Ｋ２ＦＵ－Ｎ・オムロン製)の動作試験方法について説明します。 
継電器の P1、P2 の端子に定格電圧(AC110V)を印加し、定格周波数から徐々に周波数を低下させ、検出表示の

ＬＥＤが点灯した時の周波数を読みます。 
 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(周波数整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

   

ＮＯＴＥ：  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時に必要となります。 
 

初期設定 本器の初期設定は 3.3.1 の初期設定と同様に設定します。 

  

   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。(ここでは DC24V となります。) 

3 補助電源スイッチを ON にします。(リレーに電源が印加されます。) 

4 試験切換スイッチを周波数に選択します。 

5 結線切換スイッチを 1φ2W(単相 2線)にします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを 150V にします。 

7 ロータリーエンコーダーで基準周波数表示器を見ながら、定格周波数に合わせます。 

8 基準・試験周波数切換スイッチを試験側にします。 

9 ロータリーエンコーダーで試験周波数表示器を見ながら、定格周波数に合わせます。 

10 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX にし、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を調整し定格

電圧(110V)に合わせます。 

11 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

12 START/STOP スイッチを押すと LED が点灯します。 

13 ロータリーエンコーダーで試験周波数表示器を見ながら、定格周波数から降下します。 

14 リレーが動作しブザーが鳴ります。この値が動作周波数です。 

15 試験デ－タを筆記記録します。 

16 START/STOP スイッチを押してブザーを止めます。 

17 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

18 補助電源スイッチを OFF(切り)にします。 

19 全てのツマミを零にします。 

20 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 

   

 

 

       
 
 

ＮＯＴＥ： 

 手動復帰形の継電器の場合は、試験で動作するごとに継電器の復帰が必要です。 

ＮＯＴＥ： 

 ＣＢ連動試験の時は、試験で動作する毎に、ＣＢの復帰が必要です。 
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図２ 不足周波数動作試験 

 
警告  

 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 
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3.3.3 不足周波数継電器の動作時間試験 

ここでは、不足周波数継電器(Ｋ２ＺＣ－Ｋ２ＦＵ－Ｎ・オムロン製)の動作時間試験方法について説明します。 

継電器の P1、P2 の端子に定格電圧(AC110V)を印加し、定格周波数に調整しその周波数から、不足周波数設定

値より５Ｈｚ低下させた周波数を急変させて印加し、継電器が動作した時のカウンターの時間を読みます。 
 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(周波数整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時に必要となります。 
   
初期設定 本器の初期設定は 3.3.1 の初期設定と同様に設定します。 

 

  

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。(ここでは DC24V となります。) 

3 補助電源スイッチを ON にします。(リレーに電源が印加されます。) 

4 試験切換スイッチを周波数に選択します。 

5 結線切換スイッチを 1φ2W(単相 2線)にします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを 150V にします。 

7 基準・試験周波数切換スイッチを基準側にします。 

8 ロータリーエンコーダーで基準周波数表示器を見ながら、定格周波数に設定します。 

9 基準・試験周波数切換スイッチを試験側にします。 

10 ロータリーエンコーダーで試験周波数表示器を見ながら、試験周波数に設定します。 

[参考]この継電器では、（整定値-5Hz）が試験周波数になります。 

11 トリップ／接点確認切換スイッチをトリップにします。 

12 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX にし、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を調整し定格

電圧(110V)に合わせます。 

13 試験結線、試験器の設定に間違いないことを確認します。 

14 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

15 START/STOP スイッチを押します。LED が点灯します。 

16 リレーが動作し動作時間表示器(カウンター)に時間を表示します。この値が動作時間です。

17 試験データを筆記記録します。 

18 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

19 補助電源スイッチを OFF(切り)にします。 

20 全てのツマミを零にします。 

21 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 
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図３ 不足周波数継電器の動作時間試験 

 
警告

 
 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 
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3.3.4 過周波数継電器の動作試験 

ここでは、過周波数継電器(Ｋ２ＺＣ－Ｋ２ＦＡ－Ｎ・オムロン製)の動作試験方法について説明します。 

継電器の P1、P2 の端子に定格電圧(AC110V)を印加し、定格周波数から徐々に周波数を上昇させ、検出表示Ｌ

ＥＤが点灯した時の周波数を読みます。 
 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(周波数整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時の確認に必要となります。 
初期設定 本器の初期設定は 3.3.1 の初期設定と同様に設定します。 

 
   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。(ここでは DC24V となります。) 

3 補助電源スイッチを ON にします。(リレーに電源が印加されます。) 

4 試験切換スイッチを周波数に選択します。 

5 結線切換スイッチを 1φ2W(単相 2線)にします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを 150V にします。 

7 ロータリーエンコーダーで基準周波数表示器を見ながら、定格周波数に合わせます。 

8 基準・試験周波数切換スイッチを試験側にします。 

9 ロータリーエンコーダーで試験周波数表示器を見ながら、定格周波数に合わせます。 

10 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX にし、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を調整し定格

電圧(110V)に合わせます。 

11 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

12 START/STOP スイッチを押すと LED が点灯します。 

13 ロータリーエンコーダーで試験周波数表示器を見ながら、定格周波数から上昇させます。

14 リレーが動作します。この値が動作周波数です。 

15 試験データを筆記記録します。 

16 START/STOP スイッチを押してブザーを止めます。 

17 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

18 補助電源スイッチを OFF(切り)にします。 

19 全てのツマミを零にします。 

20 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 
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図４ 過周波数継電器動作試験 
 

警告
 

 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 
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3.3.5 過周波数継電器の動作時間試験 

ここでは、過周波数継電器(Ｋ２ＺＣ－Ｋ２ＦＡ－Ｎ・オムロン製)の動作時間試験方法について説明します。 

継電器の P1、P2 の端子に定格電圧(AC110V)を印加し、定格周波数に調整しその周波数から、過周波数設定値

より５Ｈｚ上昇させた周波数を急変させて印加し、継電器が動作した時のカウンターの時間を読みます。 
 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(周波数整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時に必要となります。 
   
初期設定 本器の初期設定は 3.3.1 の初期設定と同様に設定します。 

 
   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。(ここでは DC24V となります。) 

3 補助電源スイッチを ON にします。リレーに電源が印加されます。) 

4 試験切換スイッチを周波数に選択します。 

5 結線切換スイッチを 1φ2W(単相 2線)にします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを 150V にします。 

7 基準・試験周波数切換スイッチを基準側にします。 

8 ロータリーエンコーダーで基準周波数表示器を見ながら、定格周波数に設定します。 

9 基準・試験周波数切換スイッチを試験側にします。 

10 ロータリーエンコーダーで試験周波数表示器を見ながら、試験周波数に設定します。 

[参考]この継電器では、（整定値+5Hz）が試験周波数になります。 

11 トリップ/接点確認切換スイッチをトリップにします。 

12 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX にし、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を調整し定格

電圧(110V)に合わせます。 

13 試験結線、試験器の設定に間違いないことを確認します。 

14 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

15 START/STOP スイッチを押します。LED が点灯します。 

16 リレーが動作し動作時間表示器(カウンター)に時間を表示します。この値が動作時間です。

17 試験データを筆記記録します。 

18 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

19 補助電源スイッチを OFF(切り)にします。 

20 全てのツマミを零に下げます。 

21 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 
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図５ 過周波数継電器動作時間試験 

 
警告  

 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 
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3.4  電圧継電器試験 
 

  系統連系時において系統事故時には、受電端での各線間電圧が低下したり上昇したりします。電圧継電器

( Voltage Relay )は、この電圧の低下、上昇を監視・検出して発電設備(ソーラーシステムやコージェネレーシ

ョンシステム)を系統から解列(切り離す)する保護継電器です。 

  種類としては、目的に応じて下記の２種類があります。 

① 過電圧継電器 ・・・電圧制御系統等の異常により電圧上昇を生じた場合に、これを検出して発電設備

を系統から解列し保護します。発電機自体の保護装置で検出・保護ができる場合

には省略できます。 

② 不足電圧継電器・・・電力系統側で短絡事故が起こりますと、受電端での各線間電圧が低下します。 

また、系統側停電時においても電圧が低下します。従って受電端の電圧を監視 

しておくことによって、系統側事故を検出することができ、発電設備を系統から

解列し保護します。２相短絡時にも動作する必要があるため、３相検出用となっ

ています。 

  この試験器は、電圧継電器の過電圧継電器動作試験、不足電圧継電器動作試験、および各動作時間試験を行う

ことができます。ここでは、K2ZC-K2VA-N(過電圧継電器・OVR)と K2ZC-K2VU-N(不足電圧継電器・UVR)の試験方

法について記載します。 

3.4.1 過電圧継電器の動作試験（K2ZC-K2VA-N） 
 この継電器試験は定格電圧から徐々に電圧を上げていき、継電器の過電圧検出表示ＬＥＤが点灯した時の電圧を

読みます。 
 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時の確認に必要となります。 
 

本器の準備 手順   操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

 電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

電源コネクタ 電源コード 

接地端子 アースコード 
    

 

初期設定  名称 位置  名称 位置 
1 電源スイッチ ＯＦＦ 8 基準・試験電圧各相ツマミ ０ 

2 補助電源スイッチ ＯＦＦ 9 基準･試験周波数切換スイッチ 試験 

3 試験切換スイッチ 電圧 10 トリップ/接点確認切換スイッチ 接点 

4 結線切換スイッチ １Φ２Ｗ 11 接点/電圧切換スイッチ 接点 

5 試験相切換スイッチ Ｕ－Ｖ 12 OUTPUT(電圧出力)スイッチ ＯＦＦ 

6 電圧レンジ切換スイッチ ３０Ｖ 13 START/STOP スイッチ ＯＦＦ 

7 基準・試験三相一括ツマミ ＭＡＸ    
       

 

継電器の試験 

 

 

手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧にあわせます。(ここでは DC24V となります。) 

4 補助電源スイッチを ON にします。(リレーに電源が印加されます。) 

5 電圧レンジ切換スイッチを 150V にします。 

6 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX にし、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミを調整し定格電圧

(110V)にします。 

7 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

8 基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミで電圧を徐々に上げます。 

9 リレーが動作します。この時の値が動作電圧です。 

10 試験データを筆記記録します。 

11 補助電源スイッチを OFF にします。 

12 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

13 全てのツマミを零にします。 

14 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 
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図６ 過電圧継電器動作試験 

 
警告

 
 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 
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3.4.2. 過電圧継電器の動作時間試験（K2ZC-K2VA-N） 
この継電器試験は０Ｖから急激に試験電圧を印加した時、継電器が動作した時間をカウンターで読みます。 
 

 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時に必要となります。 
 

本器の準備 手順   操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

 電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

電源コネクタ 電源コード 

接地端子 アースコード 

    

  

初期設定 本器の初期設定は 3.4.1 の初期設定と同様に設定します。  

  

   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。(ここでは DC24V となります。) 

4 補助電源スイッチを ON にします。 (リレーに電源が印加されます。) 

5 トリップ／接点確認切換スイッチをトリップにします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを 150V にし、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミを０位置として電圧計が

0V であることを確認します。 

7 START/STOP スイッチを押して、試験電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を試験電圧にします。 

過電圧継電器の動作時間試験の試験電圧は、整定値の 120%です。 

例 整定値が 120V の時 試験電圧は 144V(120V×120%)になります。 

8 START/STOP スイッチを押して、LED を消灯します。 

9 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

10 START/STOP スイッチを押します。LED が点灯します。 

11 リレーが動作し動作時間表示器(カウンター)に時間を表示します。この値が動作時間です。

12 試験データを筆記記録します。 

13 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

14 全てのツマミを零にします。 

15 補助電源スイッチを OFF にします。 

16 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 

 JEC 2511 では高速度継電器の場合、試験電圧値は動作整定値に対して 120%です。 

JEC 2511 では試験電圧印加は、0V から動作整定値に対して 120%の電圧を急変します。 

尚、現場試験に於いては、定格電圧値から急変させる試験もございます。 

この場合は、手順 6で定格電圧に合わせます。 
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図７ 過電圧継電器動作時間試験 

 
 

警告
   

 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 

 



4152-000ST007 

 40

 

3.4.3 不足電圧継電器の動作試験（K2ZC-K2VU-NS 一相検出用不足電圧継電器） 
この継電器試験は定格電圧から徐々に電圧を下げていき、継電器の不足電圧検出表示ＬＥＤが点灯した時の電圧を

読みます。一相検出用継電器は、一相回路で試験ができます。 
 

 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時に必要となります。 
 

本器の準備 手順   操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

 電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

電源コネクタ 電源コード 

接地端子 アースコード 

    

 

初期設定 本器の初期設定は 3.4.1 の初期設定と同様に設定します。  

  

   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。(ここでは DC24V となります。) 

4 補助電源スイッチを ON にします。(リレーに電源が印加されます。) 

5 電圧レンジ切換スイッチを 150V にし、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を調整し定格電圧

(110V)にします。 

6 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

7 基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミで電圧を定格電圧から徐々に降下させます。 

8 リレーが動作します。この時の値が動作電圧です。 

9 試験データを筆記記録します。 

10 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

11 基準・試験電圧三相一括調整ツマミで電圧を徐々に下げ零にします。 

12 基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を徐々に下げ零にします。 

13 補助電源スイッチを OFF にします。 

14 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 
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図８ 不足電圧継電器動作試験 

 
警告

 
 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 
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3.4.4 不足電圧継電器の動作時間試験（K2ZC-K2VU-NS 一相検出用不足電圧継電器） 
この継電器試験は定格電圧から急激に試験電圧に降下させた時に、継電器が動作した時間をカウンターで読みます。 
 

試験準備 
 

  

本器の操作 手順 操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

 試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時に必要となります。 
 

継電器の操作 手順 操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

 電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

電源コネクタ 電源コード 

接地端子 接地コード 

    

 

初期設定 本器の初期設定は 3.4.1 の初期設定と同様に設定します。 

  

      

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。(ここでは DC24V となります。) 

4 補助電源スイッチを ON にします。(リレーに電源が印加されます。) 

5 トリップ／接点確認切換スイッチをトリップにします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを 150V にし、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を調整し定格電圧

(110V)にします。 

7 START/STOP スイッチを押して試験電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミで電圧を試験電圧にします。 

不足電圧継電器の動作時間試験の試験電圧は、整定値の 70%です。 

例 整定値が 80V の時 試験電圧は 56V(80V×70%)になります。 

8 START/STOP スイッチを押して、LED を消灯します。 

9 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

10 START/STOP スイッチを押します。LED が点灯します。 

11 リレーが動作し動作時間表示器(カウンター)に時間を表示します。この値が動作時間です。

12 試験データを筆記記録します。 

13 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

14 全てのツマミを零にします。 

15 補助電源スイッチを OFF にします。 

16 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 
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図９ 不足電圧継電器動作時間試験 

 
警告

 
 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 
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3.4.5 不足電圧継電器の動作試験（K2ZC-K2VU-N 三相検出用不足電圧継電器） 
この継電器試験は定格電圧から徐々に試験をする相の電圧を下げていき、継電器の不足電圧検出表示ＬＥＤが点灯

した時の電圧を読みます。この継電器は一台で三相の不足電圧を検出します。ここではその試験方法を記載します。 
 

 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時の確認に必要となります。 
 

本器の準備 手順   操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

 電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

電源コネクタ 電源コード 

接地端子 アースコード 

    

 

初期設定 本器の初期設定は 3.4.1 の初期設定と同様に設定します。 

  

   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。(ここでは DC24V となります。) 

4 補助電源スイッチを ON にします。(リレーに電源が印加されます。) 

5 結線切換スイッチを 3φ3W(三相３線)にします。 

6 トリップ/接点確認切換スイッチを接点確認側にします。 

7 電圧レンジ切換スイッチを 150V にします。 

8 各相間電圧調整器基準ツマミ(下段)のＵ－Ｖ相電圧・Ｖ－Ｗ相電圧・Ｗ－Ｕ相電圧調整器

で定格電圧(110V)にします。ここでは三相ですのでＵ－Ｖ相電圧計とＶ－Ｗ相電圧計と 

Ｗ－Ｕ相電圧計も同時に定格電圧に設定します。 

9 OUTPUT(電圧出力) スイッチを ON(点灯)にします。 

10 各相一括動作確認の場合は、基準電圧三相一括調整ツマミで電圧を定格電圧から徐々に降

下させます。ここで、各相間毎に検出動作を確認する場合、各相の基準電圧調整ツマミ(下

段)を下記のようにします。 

        Ｒ相動作試験・・・Ｕ－Ｖ相電圧調整器を降下させて確認します。 

        Ｓ相動作試験・・・Ｖ－Ｗ相電圧調整器を降下させて確認します。 

        Ｔ相動作試験・・・Ｗ－Ｕ相電圧調整器を降下させて確認します。 

注意
 電圧出力の調整方法については２．３及び２．４で解説しておりますので 

ご参考にしてください。  

11 リレーが動作します。本器のブザーがなります。Ｒ・Ｓ・Ｔの検出ランプが点灯します。 

12 この時の値が動作電圧です。OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

13 試験データを筆記記録します。 

14 全てのツマミを零にします。 

15 補助電源スイッチを OFF にします。 

16 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 

   

 

注意
      電圧出力に関するご注意 

●本器の三相３線(３φ３Ｗ)電圧出力は、V結線(進み 60 度に固定)で出力されています。U-V 電圧・V-W

電圧・W-U 電圧の関係は、２．４項の三相３線の電圧調整方法の詳細説明を参照して下さい。 

U-V 間の基準電圧がない(０Ｖ)ときには、V-W 間との位相も不安定となり W-U 間の電圧も形成されませ

んので、必ず U-V 間の基準電圧を作ってから、V-W 間、W-U 間の電圧を作ります。 

●単相３線(１φ３Ｗ)の電圧出力の場合についても、２．３項「単相３線の電圧調整方法」詳細説明を、

参照してください。 
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図１０ 不足電圧継電器動作試験 

 

警告
 

 

●Ｐ１、Ｐ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 
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3.4.6 不足電圧継電器の動作時間試験（K2ZC-K2VU-N 三相検出用不足電圧継電器） 
この継電器試験は、定格電圧から試験する相の電圧を急激に試験電圧に降下させた時に、継電器が動作した時間を

カウンターで読みます。ここではその試験方法を記載します。 
 

 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時に必要となります。 
 

本器の準備 手順   操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

 電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

電源コネクタ 電源コード 

接地端子 アースコード 

 

初期設定 本器の初期設定は 3.4.1 の初期設定と同様に設定します。 

  

  

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。(ここでは DC24V となります。) 

4 補助電源スイッチを ON にします。リレーに電源が印加されます。) 

5 結線切換スイッチを 3φ3W(三相３線)にします。 

6 トリップ／接点確認切換スイッチをトリップにします。 

7 電圧レンジ切換スイッチを 150V にします。 

8 各相間電圧調整器基準ツマミ(下段)のＵ－Ｖ相電圧・Ｖ－Ｗ相電圧・Ｗ－Ｕ相電圧調整器

で定格電圧(110V)にします。ここでは三相ですのでＵ－Ｖ相電圧計とＶ－Ｗ相電圧計と 

Ｗ－Ｕ相電圧計も同時に定格電圧に設定します。 

9 START/STOP スイッチを押して ON(点灯)にします。 

10 各相一括の動作時間確認の場合は、試験電圧三相一括調整ツマミで試験電圧を整定値の 70%

に設定します。(例 整定値が 80V の場合は 56V に設定します。) 

注意
 電圧出力の調整方法については２．３と２．４及び２．５で解説しております

のでご参考にしてください。  

ここで、各相間毎に検出動作時間を確認する場合、各相の試験電圧調整器ツマミ(上段)を下

記のようにします。 

    Ｒ相動作試験・・・Ｕ－Ｖ相電圧調整器で試験電圧を設定します。 

    Ｓ相動作試験・・・Ｖ－Ｗ相電圧調整器で試験電圧を設定します。 

    Ｔ相動作試験・・・Ｗ－Ｕ相電圧調整器で試験電圧を設定します。 

11 START/STOP スイッチを押して OFF(消灯)にします。 

12 試験結線、試験器の設定に間違いないことを確認します。 

13 OUTPUT(電圧出力) スイッチを ON(点灯)にします。 

14 START/STOP スイッチを押して ON(点灯)にします。 

15 リレーが動作します。Ｒ・Ｓ・Ｔの各相の検出ランプが点灯します。 

16 この時の動作時間表示器(カウンター)の表示が動作値です。 

17 試験データを筆記記録します。 

18 OUTPUT(電圧出力) スイッチを OFF(消灯)にします。 

19 全てのツマミを零にします。 

20 補助電源スイッチを OFF にします。 

21 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 

   

 



4152-000ST007 

  47

 
 

 
 結線図 

P1

P2

S1

S2

xb

xc

xa

a

a

L1

L2

短絡すると

R S T

K2ZC-K2VU-N

＋

－

DC 24V

PT

電源コ－ド
AC100V

動作しません

トリップコ－ド

補助電源
コ－ド

電圧
コ－ド

ア－ス
コ－ド

赤ｸﾘｯﾌﾟ

白ｸﾘｯﾌﾟ

黒ｸﾘｯﾌﾟ

赤 ｸﾘｯﾌﾟ

黒ｸﾘｯﾌﾟ

P3

 
図１１ 不足電圧継電器動作時間試験 

 

警告
 

 

●Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につ

ながる可能性があります。必ず接続を外してください。 

●Ｓ１、Ｓ２端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、極性が間違った場合継電器や試験器本体の

損傷につながる可能性がありますので、必ず接続を外してください。 
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3.5  地絡過電圧継電器試験（ＺＰＤタイプ） 
 
  地絡過電圧継電器(Over Voltage Ground Relay)は、配電変電所や特別高圧受電設備の地絡保護や、太陽光発

電システムなどの系統連係保護を目的とした継電器です。 

  地絡過電圧継電器は、地絡電圧の検出方法により、主に特別高圧系統に使用されるＥＶＴタイプと、主に高圧

系統に使用されるＺＰＤタイプがあり、ＺＰＤタイプでは各継電器の仕様書、取扱説明書を参照し、仕様に準じ

た試験を行ってください。本書では、一般的な試験方法として記述いたします。 

 

3.5.1 試験準備（設備停電での試験） 
 

各スイッチおよびツマミを以下のように設定してください。 
   
はじめに  名称 位置  名称 位置 

1 電源スイッチ ＯＦＦ 8 基準・試験電圧各相ツマミ ０ 

2 補助電源スイッチ ＯＦＦ 9 基準･試験周波数切換スイッチ 試験 

3 試験切換スイッチ 電圧 10 トリップ/接点確認切換スイッチ 接点確認 

4 結線切換スイッチ １Φ２Ｗ 11 接点/電圧切換スイッチ 接点 

5 試験相切換スイッチ Ｕ－Ｖ 12 OUTPUT(電圧出力)スイッチ ＯＦＦ 

6 電圧レンジ切換スイッチ ３０Ｖ 13 START/STOPスイッチ ＯＦＦ 

7 基準・試験三相一括ツマミ ＭＡＸ   

   

   

コネクタの接続 手順   操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

 電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

   

   

継電器の操作 手順   操作 

1 継電器裏面の P1 および P2 端子の接続を外します。 

2 継電器裏面の a1 および c1 端子の接続を外します。 

3 継電器に下記のコードを接続します。 

継電器の P1 端子 補助電源コードの赤クリップ(P1) 

継電器の P2 端子 補助電源コードの黒クリップ’(P2) 
継電器の a1 端子 トリップコードの黄クリップ 

継電器の c1 端子 トリップコードの黄クリップ 

4 ZPD のパワーヒューズを抜くか、DS を開放します。 

5 ZPD に下記のコードを接続します。 

ZPD の高圧側三相一括 電圧コードの赤クリップ(U) 

ZPD の接地端子 電圧コードの白クリップ(V) 

6 継電器のカバーを外します。 

   

 
警告

 
・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は、安全のため試験器の電源スイッチ

が「ＯＦＦ」の状態で作業を行ってください。 
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 結線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１２ 地絡過電圧継電器（ＺＰＤタイプ）の動作試験 
 

警告
 

・ Ｐ１，Ｐ２端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると、設備の一次側へ

高電圧が発生し大変危険です。 

必ずＰ１，Ｐ２端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい。 

・ 継電器のＹ１，Ｙ２端子には、絶対に補助電源コードを接続しないでください。 

継電器が焼損する可能性があります。 

・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は、安全のため試験器の電源スイッチ

が「ＯＦＦ」の状態で作業を行ってください。 

 

警告
 

・ 本書は、所内を停電した状態で発電機等を使用した継電器試験を前提に記述されています。活

線連動試験でのＣＢ動作での所内停電を利用したＣＢ連動試験を行う場合は、結線等において

本書の記述と異なる活線作業となります。 

・ 活線でのＣＢ連動試験では、トリップコードを絶対に高圧ＣＢ接点に接続しないでください。

ＣＢ連動動作での所内停電で試験器の電源が喪失することで継電器とＣＢの連動時間計測を

行います。トリップコードは、絶対に使用しないでください。 

・ 活線連動試験においてＣＢ引き外し電源は、所内の電源を受けて動作させています。試験器の

補助電源は原則として使用しません。 
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3.5.2 地絡過電圧継電器（ＺＰＤタイプ）の動作値試験（設備停電での試験） 
 

   

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時の確認に必要となります。 
 

   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。 

4 補助電源スイッチを ON にします。（継電器に電源が印加されます。) 

5 電圧レンジ切換スイッチを試験電圧値に適した電圧レンジに切換えます。 

6 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX にし、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミを調整し整定タップ

電圧付近まで電圧を上昇させます。 

7 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

8 基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミで電圧を徐々に上げます。 

9 継電器が動作する電圧値を読み取ります。この時の値が動作電圧値です。継電器が動作す

ると本器のブザーが「ピー」と鳴ります。 

10 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

11 全てのツマミを零にします。 

12 補助電源スイッチを OFF にします。 

13 電源スイッチを OFF にします。 

14 継電器を復帰します。 

 試験条件および判定基準は、継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください。 

 
 

［参考］ 
 

   Ｖｏ整定値（％）＝６．６ｋＶの完全地絡電圧「３８１０Ｖ」に対するパーセント整定 
 
   Ｖｏ整定値（％）に対する電圧換算値 

Ｖｏ整定（％） 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 

三相一括電圧（Ｖ） 76.2 95.3 114.3 133.4 142.4 171.5 190.5

   ※三相一括入力で試験した場合は、試験後に必ず短絡線を取り外してください。 

   ※ＺＰＤのＴ端子に電圧を印加する場合は、継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください。 
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3.5.3 地絡過電圧継電器（ＺＰＤタイプ）の動作時間試験（設備停電での試験） 
 

   

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時の確認に必要となります。 
 

   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。 

4 補助電源スイッチを ON にします。 (継電器に電源が印加されます。) 

5 トリップ／接点確認切換スイッチをトリップにします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを試験電圧に適したレンジに切換え、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミ

を 0位置として電圧計が 0V であることを確認します。 

7 START/STOP スイッチを押して試験電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を試験電圧にします。 

8 START/STOP スイッチを押して、LED を消灯します。 

9 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

10 START/STOP スイッチを押します。LED が点灯します。 

11 リレーが動作し動作時間表示器(カウンター)に時間を表示します。 

この値が動作時間です。 

12 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

13 全てのツマミを零にします。 

14 補助電源スイッチを OFF にします。 

15 電源スイッチを OFF にします。 

16 継電器を復帰します。 

 試験条件および判定基準は、継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください。 

 
 

［参考］ 
 

   Ｖｏ整定値（％）＝６．６ｋＶの完全地絡電圧「３８１０Ｖ」に対するパーセント整定 
 
   Ｖｏ整定値（％）に対する電圧換算値 

Ｖｏ整定（％） 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 

三相一括電圧（Ｖ） 76.2 95.3 114.3 133.4 142.4 171.5 190.5 

   ※三相一括入力で試験した場合は、試験後に必ず短絡線を取り外してください。 

   ※ＺＰＤのＴ端子に電圧を印加する場合は、継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください。 
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3.5.4 地絡過電圧継電器（ＺＰＤタイプ）の復帰値試験（設備停電での試験） 
 

   

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時の確認に必要となります。 
 

   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。 

4 補助電源スイッチを ON にします。(継電器に電源が印加されます。) 

5 トリップ／接点確認切換スイッチを接点確認にします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを試験電圧値に適した電圧レンジに切換えます。 

7 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX にし、基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミを調整し整定タップ

電圧付近まで電圧を上昇させます。 

8 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

9 基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミで電圧を徐々に上げます。 

10 継電器が動作する電圧値を読み取ります。この時の値が動作電圧値です。継電器が動作す

ると本器のブザーが「ピー」と鳴ります。 

以上ここまでは、3.5.2 地絡過電圧継電器の動作値誤差試験と同じです。 

11 その動作値より 10%ほど基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミを上げたままにします。 

12 基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミを反時計方向にゆっくりと回し、継電器が動作する電圧値を 

Ｕ－Ｖ電圧計から読み取ります。この値が継電器の復帰電圧になります。継電器が復帰す

ると、本器のブザー音が停止します。 

13 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

14 全てのツマミを零にします。 

15 補助電源スイッチを OFF にします。 

16 電源スイッチを OFF にします。 

17 継電器を復帰します。 

 試験条件および判定基準は、継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください。 

 
 

［参考］ 
 

   Ｖｏ整定値（％）＝６．６ｋＶの完全地絡電圧「３８１０Ｖ」に対するパーセント整定 
 
   Ｖｏ整定値（％）に対する電圧換算値 

Ｖｏ整定（％） 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 

三相一括電圧（Ｖ） 76.2 95.3 114.3 133.4 142.4 171.5 190.5

   ※三相一括入力で試験した場合は、試験後に必ず短絡線を取り外してください。 

   ※ＺＰＤのＴ端子に電圧を印加する場合は、継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください。 

 

警告
 

・ 地絡過電圧継電器の単体試験を終了する場合は、試験のために外した既設の配線および試験の

ために取付けた配線を必ず元通りに復元してください。 

既設の配線が外れたままでは継電器が不動作となり、大変危険です。 
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3.5.5 地絡過電圧継電器（ＺＰＤタイプ）のＣＢ連動試験（設備停電での試験） 
 

各スイッチおよびツマミを以下のように設定してください。 
   
はじめに  名称 位置  名称 位置 

1 電源スイッチ ＯＦＦ 8 基準・試験電圧各相ツマミ ０ 

2 補助電源スイッチ ＯＦＦ 9 基準･試験周波数切換スイッチ 試験 

3 試験切換スイッチ 電圧 10 トリップ/接点確認切換スイッチ 接点確認 

4 結線切換スイッチ １Φ２Ｗ 11 接点/電圧切換スイッチ 接点 

5 試験相切換スイッチ Ｕ－Ｖ 12 OUTPUT(電圧出力)スイッチ ＯＦＦ 

6 電圧レンジ切換スイッチ ３０Ｖ 13 START/STOPスイッチ ＯＦＦ 

7 基準・試験三相一括ツマミ ＭＡＸ   

   

   

コネクタの接続 手順   操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

   

   

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

   
   

継電器の操作 手順   操作 

1 継電器裏面の P1 および P2 端子の接続を外します。 

2 継電器裏面の a1 および c1 端子が接続されていることを確認します。 

3 継電器に下記のコードを接続します。 

継電器の P1 端子 補助電源コードの赤クリップ(P1) 

継電器の P2 端子 補助電源コードの黒クリップ’(P2) 
CB の任意の相における負荷側(電源側と同相) トリップコードの黄クリップ 

CB の任意の相における電源側(負荷側と同相) トリップコードの黄クリップ 

4 ZPD のパワーヒューズを抜くか、DS を開放します。 

5 ZPD に下記のコードを接続します。 

ZPD の高圧側三相一括 電圧コードの赤クリップ(U) 

ZPD の接地端子 電圧コードの白クリップ(V) 

6 継電器のカバーを外します。 

   

 
警告

 
・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は、安全のため試験器の電源スイッチ

が「ＯＦＦ」の状態で作業を行ってください。 
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 結線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１３ 地絡過電圧継電器（ＺＰＤタイプ）とＣＢの連動試験 
 

警告
 

・ Ｐ１，Ｐ２端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると、設備の一次側へ

高電圧が発生し大変危険です。 

必ずＰ１，Ｐ２端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい。 

・ 継電器のＹ１，Ｙ２端子には、絶対に補助電源コードを接続しないでください。 

継電器が焼損する可能性があります。 

・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は、安全のため試験器の電源スイッチ

が「ＯＦＦ」の状態で作業を行ってください。 

 

警告
 

・ 本書は、所内を停電した状態で発電機等を使用した継電器試験を前提に記述されています。活

線連動試験でのＣＢ動作での所内停電を利用したＣＢ連動試験を行う場合は、結線等において

本書の記述と異なる活線作業となります。 

・ 活線でのＣＢ連動試験では、トリップコードを絶対に高圧ＣＢ接点に接続しないでください。 

ＣＢ連動動作での所内停電で試験器の電源が喪失することで継電器とＣＢの連動時間計測を

行います。トリップコードは、絶対に使用しないでください。 

・ 活線連動試験においてＣＢ引き外し電源は、所内の電源を受けて動作させています。試験器の

補助電源は原則として使用しません。 
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Y1 Y2
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c2 b2
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（試験後は必ず外してください）

※ＺＰＤへの電圧印加方法、
　印加電圧は機種により異な
　りますので、仕様書、取扱
　説明書等により必ずご確認
　ください。

白
(V)

黒(W)※使用しない。
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継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。 

4 補助電源スイッチを ON にします。 (継電器に電源が印加されます。) 

5 継電器のテストボタンを押して、継電器と CB が連動動作することを確認します。 

(本器の補助電源が継電器の P1,P2 端子と CB 引き外し用電源に正しく供給されていること

を確認します。) 

6 トリップ／接点確認切換スイッチをトリップにします。 

7 電圧レンジ切換スイッチを試験電圧に適したレンジに切換え、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミ

を 0位置として電圧計が 0V であることを確認します。 

8 START/STOP スイッチを押して試験電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を試験電圧にします。 

9 START/STOP スイッチを押して、LED を消灯します。 

 CB を投入します。 

10 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

11 START/STOP スイッチを押します。LED が点灯します。 

12 リレーが動作し動作時間表示器(カウンター)に時間を表示します。この値が「継電器の動

作時間＋CB の動作時間」です。 

13 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

14 全てのツマミを零にします。 

15 補助電源スイッチを OFF にします。 

16 電源スイッチを OFF にします。 

17 継電器および CB を復帰します。 

 試験条件および判定基準は、継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください。 

 
 

［参考］ 
 

   Ｖｏ整定値（％）＝６．６ｋＶの完全地絡電圧「３８１０Ｖ」に対するパーセント整定 
 
   Ｖｏ整定値（％）に対する電圧換算値 

Ｖｏ整定（％） 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 

三相一括電圧（Ｖ） 76.2 95.3 114.3 133.4 142.4 171.5 190.5 

   ※三相一括入力で試験した場合は、試験後に必ず短絡線を取り外してください。 

   ※ＺＰＤのＴ端子に電圧を印加する場合は、継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください。 

 

警告
 

・ ＣＢ連動試験が終了しましたら、既設配線から外したＰ１，Ｐ２の配線接続を必ず復元します。 

Ｐ１，Ｐ２配線が外れた状態では継電器が不動作となり大変危険です。 

 



4152-000ST007 

 56

 

3.6  地絡過電圧継電器試験（ＥＶＴタイプ） 
 

本器では、電圧要素出力を利用して静止型の地絡過電圧継電器(Over Voltage Ground Relay)（ＥＶＴタイプ）

の動作値試験、動作時間試験、復帰値試験を行うことができます。但し、復帰時間試験については試験をするこ

とができません。また、誘導型の地絡過電圧継電器（ＥＶＴタイプ）は出力容量の関係で試験ができません。 

  ＥＶＴタイプの地絡過電圧継電器の試験では、ＪＥＣ－２５１１（電圧継電器）に規定される動作試験を行い

ます。但し、継電器の機種固有の仕様がある場合は、各継電器の仕様書、取扱説明書に準じて試験を行ってくだ

さい。 

 

3.6.1 試験準備（設備停電での試験） 
 

各スイッチおよびツマミを以下のように設定してください。 
   
はじめに  名称 位置  名称 位置 

1 電源スイッチ ＯＦＦ 8 基準・試験電圧各相ツマミ ０ 

2 補助電源スイッチ ＯＦＦ 9 基準･試験周波数切換スイッチ 試験 

3 試験切換スイッチ 電圧 10 トリップ/接点確認切換スイッチ 接点確認 

4 結線切換スイッチ １Φ２Ｗ 11 接点/電圧切換スイッチ 接点 

5 試験相切換スイッチ Ｕ－Ｖ 12 OUTPUT(電圧出力)スイッチ ＯＦＦ 

6 電圧レンジ切換スイッチ ３０Ｖ 13 START/STOPスイッチ ＯＦＦ 

7 基準・試験三相一括ツマミ ＭＡＸ   

   

   

コネクタの接続 手順   操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

 電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

   

   

継電器の操作 手順   操作 

1 継電器裏面の P1 および P2 端子の接続を外します。 

2 継電器裏面の T1 および T2 端子の接続を外します。 

3 継電器裏面の S1 および S2 端子の接続を外します。 

4 継電器に下記のコードを接続します。 

継電器の P1 端子 電圧コードの赤クリップ(U) 

継電器の P2 端子 電圧コードの白クリップ(V) 

継電器の T1 端子 トリップコードの黄クリップ 

継電器の T2 端子 トリップコードの黄クリップ 

継電器の S1 端子 補助電源コードの赤クリップ’(P1) 
継電器の S2 端子 補助電源コードの黒クリップ’(P2) 

5 継電器のカバーを外します。 

   

 
警告

 
・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は、安全のため試験器の電源スイッチ

が「ＯＦＦ」の状態で作業を行ってください。 
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 結線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１４ 地絡過電圧継電器（ＥＶＴタイプ）の動作試験 
 

警告
 

・ Ｐ１，Ｐ２端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると、設備の一次側へ

高電圧が発生し大変危険です。 

必ずＰ１，Ｐ２端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい。 

・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は、安全のため試験器の電源スイッチ

が「ＯＦＦ」の状態で作業を行ってください。 

 

警告
 

・ 本書は、所内を停電した状態で発電機等を使用した継電器試験を前提に記述されています。活

線連動試験でのＣＢ動作での所内停電を利用したＣＢ連動試験を行う場合は、結線等において

本書の記述と異なる活線作業となります。 

・ 活線でのＣＢ連動試験では、トリップコードを絶対に高圧ＣＢ接点に接続しないでください。

ＣＢ連動動作での所内停電で試験器の電源が喪失することで継電器とＣＢの連動時間計測を

行います。トリップコードは、絶対に使用しないでください。 

・ 活線連動試験においてＣＢ引き外し電源は、所内の電源を受けて動作させています。試験器の

補助電源は原則として使用しません。 
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3.6.2 地絡過電圧継電器（ＥＶＴタイプ）の動作値試験（設備停電での試験） 
 

   

継電器の確認 手順   操作 

1 動作時間の整定を最小整定とします。（時間整定できる場合） 

2 動作時間整定値を各整定値ごとに以下の試験を行います。 
  JEC-2511 では各整定値の試験を行います。 

 
   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。 

4 補助電源スイッチを ON にします。（継電器に電源が印加されます。) 

5 電圧レンジ切換スイッチを試験電圧値に適した電圧レンジに切換えます。 

6 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX にし、基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミを調整し整定タップ

電圧付近まで電圧を上昇させます。 

7 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

8 基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミで電圧を徐々に上げます。 

9 継電器が動作する電圧値を読み取ります。この時の値が動作電圧値です。継電器が動作す

ると本器のブザーが「ピー」と鳴ります。 

10 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

11 全てのツマミを零にします。 

12 補助電源スイッチを OFF にします。 

13 電源スイッチを OFF にします。 

14 継電器を復帰します。 

  

 
 

［参考］      ＪＥＣ－２５１１ 電圧継電器  動作値誤差 

区 分 許容誤差 ％ 

静止形 
2.5V 級 ± ε 

5V 級 ± ２ε 

          ※ εの値については下記とする。 

              公称動作値が定格値の 80%以上：ε＝2.5% 
 
              公称動作値が定格値の 80%未満：ε＝2.3%＋――――――×0.16% 

 

 

公称動作値

定格値
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3.6.3 地絡過電圧継電器（ＥＶＴタイプ）の動作時間試験（設備停電での試験） 
 

   

継電器の確認 手順   操作 

1 動作時間の整定を基準動作時間整定とします。（時間整定できる場合） 

2 動作電圧整定値を最小動作値に整定します。 

  JEC-2511 では高速度継電器の場合、最小動作値整定とします。 
 

   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。 

4 補助電源スイッチを ON にします。 (継電器に電源が印加されます。) 

5 トリップ／接点確認切換スイッチをトリップにします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを試験電圧に適したレンジに切換え、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミ

を０位置として電圧計が 0V であることを確認します。 

7 START/STOP スイッチを押して試験電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を試験電圧にします。 

8 START/STOP スイッチを押して、LED を消灯します。 

9 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

10 START/STOP スイッチを押します。LED が点灯します。 

11 リレーが動作し動作時間表示器(カウンター)に時間を表示します。 

この値が動作時間です。 

12 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

13 全てのツマミを零にします。 

14 補助電源スイッチを OFF にします。 

15 電源スイッチを OFF にします。 

16 継電器を復帰します。 

 JEC-2511 では試験電圧値は、動作整定値に対して 150%です。 

JEC-2511 では試験印加電圧は、0V から動作整定値に対して 150%の電圧を急変します。 

 

 
 

［参考］      ＪＥＣ－２５１１ 電圧継電器  動作時間 

         即時動作、限時動作の継電器の動作時間は、メーカー仕様の継電器時間特性による。 

         （例 継電器銘版に記載されている特性グラフなど） 

 

 
 

 

高速度動作の継電器の動作時間は下表の値以下で 

なければならない。 

区 分 動作時間（ｍｓ）

静止形 
接点出力 ４０ 

無接点出力 ３０ 
 

限時動作の継電器の動作時間は下表の値以下で 

なければならない。 

区 分 許容誤差（％） 

静止形 

定限時 

2.5T 級 ±２．５ 

5T 級 ±５ 

10T 級 ±１０ 
 



4152-000ST007 

 60

 

3.6.4 地絡過電圧継電器（ＥＶＴタイプ）の復帰値試験（設備停電での試験） 
 

   

継電器の確認 手順   操作 

1 動作時間の整定を基準動作時間整定とします。（時間整定できる場合） 

2 動作電圧整定値を最小動作値に整定します。 

  JEC-2511 では最小動作値整定とします。 
 

   

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。 

4 補助電源スイッチを ON にします。(継電器に電源が印加されます。) 

5 トリップ／接点確認切換スイッチを接点確認にします。 

6 電圧レンジ切換スイッチを試験電圧値に適した電圧レンジに切換えます。 

7 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX にし、基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミを調整し整定タップ

電圧付近まで電圧を上昇させます。 

8 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

9 基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミで電圧を徐々に上げます。 

10 継電器が動作する電圧値を読み取ります。この時の値が動作電圧値です。継電器が動作す

ると本器のブザーが「ピー」と鳴ります。 

以上ここまでは、3.5.2 地絡過電圧継電器の動作値誤差試験と同じです。 

11 その動作値より 10%ほど基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミを上げたままにします。 

12 基準電圧Ｕ―Ｖ調整ツマミを反時計方向にゆっくりと回し、継電器が動作する電圧値を 

Ｕ－Ｖ電圧計から読み取ります。この値が継電器の復帰電圧になります。継電器が復帰す

ると、本器のブザー音が停止します。 

13 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

14 全てのツマミを零にします。 

15 補助電源スイッチを OFF にします。 

16 電源スイッチを OFF にします。 

17 継電器を復帰します。 

  

 

［参考］   ＪＥＣ－２５１１ 電圧継電器 復帰値 

        復帰値および動作値を各３回測定し、それぞれの平均値より比を求める。 

復帰値は、平均実測動作値に対し下記の値でなければならない。 

区 分 地絡過電圧継電器復帰値 （％） 

静止形 
2.5V 級 １００－３ε 以上 

5V 級 １００－６ε 以上 

          ※ εの値については下記とする。 

              公称動作値が定格値の 80%以上：ε＝2.5% 
 
              公称動作値が定格値の 80%未満：ε＝2.3%＋――――――×0.16% 
 
  
 

警告
 

・ 地絡過電圧継電器の単体試験を終了する場合は、試験のために外した既設の配線および試験の

ために取付けた配線を必ず元通りに復元してください。 

既設の配線が外れたままでは継電器が不動作となり、大変危険です。 

 

公称動作値

定格値
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3.6.5 地絡過電圧継電器（ＥＶＴタイプ）のＣＢ連動試験（設備停電での試験） 
 

各スイッチおよびツマミを以下のように設定してください。 
   
はじめに  名称 位置  名称 位置 

1 電源スイッチ ＯＦＦ 8 基準・試験電圧各相ツマミ ０ 

2 補助電源スイッチ ＯＦＦ 9 基準･試験周波数切換スイッチ 試験 

3 試験切換スイッチ 電圧 10 トリップ/接点確認切換スイッチ 接点確認 

4 結線切換スイッチ １Φ２Ｗ 11 接点/電圧切換スイッチ 接点 

5 試験相切換スイッチ Ｕ－Ｖ 12 OUTPUT(電圧出力)スイッチ ＯＦＦ 

6 電圧レンジ切換スイッチ ３０Ｖ 13 START/STOPスイッチ ＯＦＦ 

7 基準・試験三相一括ツマミ ＭＡＸ   

   

   

コネクタの接続 手順   操作 

1 下記のコ－ドを接続します。 

電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

補助電源出力コネクタ 補助電源コード 

   

   

継電器の確認 手順   操作 

1 動作時間の整定を基準動作時間整定とします。（時間整定できる場合） 

2 動作電圧整定値を最小動作値に整定します。 

  JEC-2511 では高速度継電器の場合、最小動作値整定とします。 
   

継電器の操作 手順   操作 

1 継電器裏面の P1 および P2 端子の接続を外します。 

2 継電器裏面の S1 および S2 端子の接続を外します。 

3 継電器裏面の T1 および T2 端子が接続されていることを確認します。 

4 継電器に下記のコードを接続します。 

継電器の P1 端子 電圧コードの赤クリップ(U) 

継電器の P2 端子 電圧コードの白クリップ(V) 

継電器の S1 端子 補助電源コードの赤クリップ’(P1) 
継電器の S2 端子 補助電源コードの黒クリップ’(P2) 

5 CB に総合端子コードを接続します。 

CB の任意の相における負荷側(電源側と同相) トリップコードの黄クリップ 

CB の任意の相における電源側(負荷側と同相) トリップコードの黄クリップ 

6 継電器のカバーを外します。 

   

 
警告

 
・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は、安全のため試験器の電源スイッチ

が「ＯＦＦ」の状態で作業を行ってください。 
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 結線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１５ 地絡過電圧継電器（ＥＶＴタイプ）とＣＢの連動試験 
 

警告
 

・ Ｐ１，Ｐ２端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると、設備の一次側へ

高電圧が発生し大変危険です。 

必ずＰ１，Ｐ２端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい。 

・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は、安全のため試験器の電源スイッチ

が「ＯＦＦ」の状態で作業を行ってください。 

 

警告
 

・ 本書は、所内を停電した状態で発電機等を使用した継電器試験を前提に記述されています。活

線連動試験でのＣＢ動作での所内停電を利用したＣＢ連動試験を行う場合は、結線等において

本書の記述と異なる活線作業となります。 

・ 活線でのＣＢ連動試験では、トリップコードを絶対に高圧ＣＢ接点に接続しないでください。 

ＣＢ連動動作での所内停電で試験器の電源が喪失することで継電器とＣＢの連動時間計測を

行います。トリップコードは、絶対に使用しないでください。 

・ 活線連動試験においてＣＢ引き外し電源は、所内の電源を受けて動作させています。試験器の

補助電源は原則として使用しません。 
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継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 補助電源出力切換スイッチを定格制御電圧に合わせます。 

4 補助電源スイッチを ON にします。 (継電器に電源が印加されます。) 

5 継電器のテストボタンを押して、継電器と CB が連動動作することを確認します。 

(本器の補助電源が継電器の P1,P2 端子と CB 引き外し用電源に正しく供給されていること

を確認します。) 

6 トリップ／接点確認切換スイッチをトリップにします。 

7 電圧レンジ切換スイッチを試験電圧に適したレンジに切換え、基準電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミ

を０位置として電圧計が 0V であることを確認します。 

8 START/STOP スイッチを押して試験電圧Ｕ－Ｖ調整ツマミで電圧を試験電圧にします。 

9 START/STOP スイッチを押して、LED を消灯します。 

 CB を投入します。 

10 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

11 START/STOP スイッチを押します。LED が点灯します。 

12 リレーが動作し動作時間表示器(カウンター)に時間を表示します。 

この値が「継電器の動作時間＋CB の動作時間」です。 

13 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

14 全てのツマミを零にします。 

15 補助電源スイッチを OFF にします。 

16 電源スイッチを OFF にします。 

17 継電器および CB を復帰します。 

 JEC-2511 では試験電圧値は、動作整定値に対して 150%です。 

    JEC-2511 では試験電圧印加は、0V から動作整定値に対して 150%の電圧を急変します。 

 
 

警告
 

・ ＣＢ連動試験が終了しましたら、既設配線から外したＰ１，Ｐ２の配線接続を必ず復元します。 

Ｐ１，Ｐ２配線が外れた状態では継電器が不動作となり大変危険です。 
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3.7  逆相電圧継電器試験 
 

  逆相電圧継電器は、多相(おもに三相)回路の相回転が逆方向になったとき動作する継電器です。 

 多くの電動機設備、たとえばエレベータ、運搬機、巻上機、起重機などを運転する電動機では、その回転方向は 

 定まっていますが供給電源の位相が逆転すると、不慮の逆回転を生じる危険があります。実際問題として、多相 

 回路方式の位相の逆転はまれでありますが線路の修理、取替えなどのときに起こりやすい２線の反対接続に起因

して発生することがあります。 

  ここでは、ＣＰ－Ｄ形(逆相電圧継電器)の試験方法について記載します。 

  ＣＰ－Ｄ形逆相継電器は、回路の相回転が逆方向になったときに動作する他に、１相の断線による欠相状態も 

 検出ができ、また、相回転が正方向であっても不足電圧となったときにも動作する誘導円板形継電器で、多くの

電動機、発電機、送電線などの保護に用いられています。 

 ＣＰ－Ｄ形 継電器形式表(三菱電機製)  

 

形 名 

 

形 番 

定格電圧

 Ｖ 

最大連続 

許容電圧 

 Ｖ 

整定範囲

 Ｖ 

周波数 

 Ｈｚ 

コイル 

抵 抗 

 Ω 

消費ＶＡ 

外部抵抗 

共(ＶＡ) 

付属外部 

抵抗 Ｒ 

 Ω 

外 形 

 

ＣＰ－Ｄ 

 

 

ＰＤ １１０ １３０ ７０～ ５０  ４５ 

以下 

２００  

Ｄ－Ｂ 

ケ－ス 

 

５６６   １１０ ６０ 平 均 

２０ 

×３本 

ＰＤ ２２０ ２６０ １４０～ ５０ ８５ 

以下 

４５０ 

５６７   ２００ ６０  ×３本 

 

3.7.1 試験準備 
 

試験の初期設定は各設定・調整ツマミは０位置・最小位置にします。次に各スイッチを以下の様に設定してください。 
 
 

初期設定 手順 名称 位置 手順 名称 位置 

1 主電源スイッチ ＯＦＦ 9 基準試験周波数切換スイッチ 試験 

2 補助電源スイッチ ＯＦＦ 10 トリップ/接点確認切換スイッチ 接点確認

3 補助電源出力切換スイッチ ＯＦＦ 11 接点/電圧切換スイッチ 接点 

4 試験切換スイッチ 電圧 12 OUTPUT(電圧出力)スイッチ ＯＦＦ 

5 結線切換スイッチ ３Φ３Ｗ 13 START/STOP スイッチ ＯＦＦ 

6 試験相切換スイッチ Ｕ－Ｖ 14 電圧レンジ切換スイッチ ３０Ｖ 

7 基準・試験三相一括ツマミ ＭＡＸ    

8 基準・試験電圧各相ツマミ ０    

      
 

本器の操作 手順 操作 

1 下記のコードを接続します。 

電圧出力コネクタ 電圧コード 

トリップ入力コネクタ トリップコード 

電源コネクタ 電源コード 

接地端子 アースコード 

    

 
 

継電器の操作と 

結線 

手順 操作 

1 継電器裏面の P1(5 番Ｕ),P2(6 番Ｖ),P3(7 番Ｗ)端子の接続を外します。（図１６×印参照） 

2 継電器に下記のコードを接続します。 

継電器の５番端子 補助電源コードの赤(Ｕ)クリップ 

継電器の６番端子 補助電源コードの白(Ｖ)クリップ 

継電器の７番端子 補助電源コードの黒(Ｗ)クリップ 

継電器の２番端子 トリップコードの黄(T1)クリップ 

継電器の３番端子 トリップコードの黄(T2)クリップ 

3 継電器のカバーを外します。 
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  結線図 
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図１６ 逆相電圧継電器試験の共通配線 
 

警告
     ×印の結線は必ず接続を外してください。 

 

●P1､P2､P3 端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 
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3.7.2 逆相継電器の反相試験 

 
 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

 試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時に必要となります。 
 

初期設定 本器の初期設定は 3.7.1 の初期設定と同様に設定します。 

   
 

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 電圧レンジ切換スイッチを 150V にします。 

4 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX に上げておきます。 

5 各相間電圧調整器基準ツマミ(下段)のＵ－Ｖ相電圧・Ｖ－Ｗ相電圧・Ｗ－Ｕ相電圧調整器

で定格電圧(110V)にします。ここでは三相ですのでＵ－Ｖ相電圧計とＶ－Ｗ相電圧計と 

Ｗ－Ｕ相電圧計ともに定格電圧(110V)に設定します。 

6 試験切換スイッチを反相に選択します。 

7 試験結線、試験器の設定が間違いないことを確認します。 

8 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

9 START/STOP スイッチを押すと LED が点灯し、試験を開始します。 

試験相切換スイッチで選択された相が反転します。 

例 Ｕ―Ｖ相がＶ－Ｕ相に反転します。 

ここではメーターの指示値に変化はありませんが、試験器の出力は相の方向が反転して

います。 

10 リレーが動作してブザーが鳴ります。正常動作の確認ができます。 

11 START/STOP スイッチを押して OFF(消灯)にします。 

(動作時間試験時はトリップ動作後に自動で消灯します。) 

12 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

13 試験データを筆記記録します。 

14 各相間電圧調整ツマミを全て零にします。 

15 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 

   

動作時間試験  動作時間試験の場合は、7項でトリップ/接点確認切換スイッチをトリップ側にすることで、

同様の設定で試験が出来ます。カウンターに動作時間が表示されます。 

 

 
 
 
 

ＮＯＴＥ： 

●手動復帰形の継電器の場合は、一つの試験項目毎に、継電器の復帰が必要です。 
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  結線図 
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図１７ 逆相電圧継電器の反相試験 
 

警告
     ×印の結線は必ず接続を外してください。 

 

●P1､P2､P3 端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 
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3.7.3 逆相継電器の欠相試験 
 

 

継電器の確認 手順   操作 

1 継電器の整定値(電圧整定・時間整定)を確認します。必要に応じて記録します。 

  試験終了後の復元時に、試験前の整定値に戻す時に必要となります。 
  

初期設定 本器の初期設定は 3.7.1 の初期設定と同様に設定します。 
   
 

継電器の試験 手順   操作 

1 電源スイッチを ON にします。 

2 試験周波数を定格周波数にします。 

3 電圧レンジ切換スイッチを 150V にします。 

4 基準電圧三相一括調整ツマミを MAX に上げておきます。 

5 各相間電圧調整器基準ツマミ(下段)のＵ－Ｖ相電圧・Ｖ－Ｗ相電圧・Ｗ－Ｕ相電圧調整器

で定格電圧(110V)にします。ここでは三相ですのでＵ－Ｖ相電圧計とＶ－Ｗ相電圧計と 

Ｗ－Ｕ相電圧計ともに定格電圧(110V)に設定します。 

6 試験切換スイッチを欠相に選択します。 

7 試験相切換スイッチを試験する相に合わせます。 

8 試験結線、試験器の設定が間違いないことを確認します。 

9 OUTPUT(電圧出力)スイッチを ON(点灯)にします。 

10 START/STOP スイッチを押すと LED が点灯し、試験を開始します。 

試験相切換スイッチで選択された相が欠相します。 

選択された相がオープン（0）になります。 

11 リレーが動作しブザーが鳴ります。 

12 START/STOP スイッチを押します。LED が消灯します。 

(動作時間試験時はトリップ動作後に自動で消灯します。) 

13 OUTPUT(電圧出力)スイッチを OFF(消灯)にします。 

14 試験データを筆記記録します。 

15 各相間電圧調整ツマミを全て零にします。 

16 電源スイッチを OFF にします。試験を終了します。 

   

動作時間試験 動作時間試験の場合は、8項でトリップ/接点確認切換スイッチをトリップ側にすることで、

同様の設定で試験が出来ます。カウンターに動作時間が表示されます。 

 

 

 

 
3.5.4 逆相継電器の欠相試験におけるオ－プンゼロ（０）の考え方 
 

ＮＯＴＥ： ● 本器の３φ３Ｗの欠相試験の出力は、各相がオ－プンとなるようになっています。 

Ｕ－Ｖ、Ｖ－Ｗ，Ｗ－Ｕの出力は試験器からの出力を各相単位にオ－プンにしています。従って、

３φ３Ｗの負荷接続時(リレ－接続時)には、下図のような負荷回路ですので、試験器の出力は零

ですが、メ－タ指示値は実際のＵ－Ｖ，Ｖ－Ｗ，Ｗ－Ｕの出力電圧が分圧されたものとなりＡ、

Ｂ、Ｃの負荷インピーダンスにより、負荷側では零になっておりません。 

例 Ｕ相がオ－プンの場合

Ｕ－Ｖ指示計

Ｖ相

Ｗ相

Ｕ－Ｖ

Ｖ－Ｗ

Ｗ－Ｕ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｕ相

Ｖ－Ｗ指示計

Ｗ－Ｕ指示計

Ｖｕ

Ｖｖ

Ｖｗ

 

ＮＯＴＥ： 

●手動復帰形の継電器の場合は、一つの試験項目毎に、継電器の復帰が必要です。 
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  結線図 
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図１８ 逆相電圧継電器の欠相試験 
 

警告
     ×印の結線は必ず接続を外してください。 

 

●P1､P2､P3 端子への接続線を外さずに電圧を印加しますと、１次側に高圧が発生し人身事故につながる

可能性があります。必ず接続を外してください。 
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第４章 
 

保守 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4152-000ST007 

 72

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4152-000ST007 

73 

 

保守 
 

点検                             
 

付属品の確認 付属品の章を参照し、付属品の有無を確認します。 
構造の点検 操作パネルを点検し、部品（ネジ、ツマミ、ノブ、端子）、ケースの変形が無いか

調べます。 
 本体表示器を点検し、ひび割れ、破損（液晶の液漏れ）が無いか調べます。 
 試験コードを点検し、亀裂、つぶし、断線が無いか調べます。 
メーターカバー

のクリーニング

について 

本製品のメーターカバーには、帯電防止剤を塗布していますので、清掃の際には乾

いた布等で強く擦らないでください。 
静電気により帯電した場合は、市販の帯電防止剤または、中性洗剤を柔らかい布等

に少量含ませ軽く拭いてください。 
有機溶剤を含む洗剤は絶対に使用しないでください。変形・変色の恐れがあります。
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第５章 
 

カスタマーサービス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4152-000ST007 

 76

 
 
 
 



4152-000ST007 

77 

 

カスタマーサービス 
 

校正試験                            
 

校正データ試験 
のご依頼 
 

ＭＶＦ－１の試験成績書、校正証明書、トレーサビリティは、有償にて発行いた

します。お買いあげの際にお申し出ください。アフターサービスに於ける校正デ

ータ試験のご依頼は、本器をお客様が校正試験にお出ししていただいた時の状態

で測定器の標準器管理基準に基づき校正試験を行い試験成績書、校正証明書、ト

レーサビリティをお客様のご要望（試験成績書のみでも可）に合わせて有償で発

行いたします。 
 校正証明書発行に関しては、試験器をご使用になられているお客様名が校正証明

書に記載されますので代理店を経由される場合は、当社に伝わるようにご手配願

います。 
 校正データ試験のご依頼時に点検し故障個所があった場合は、修理・総合点検と

して校正データ試験とは別に追加の修理・総合点検のお見積もりをさせていただ

きご了承をいただいてから修理いたします。 
 本器の校正に関する試験は、本器をお買い求めの際にご購入された付属コード類

も含めた試験になっています。校正試験を依頼される場合は、付属コード類を本

体につけてご依頼ください。 
校正試験データ 
（試験成績書） 

校正試験データとして試験成績書は、６ヶ月間保管されますが原則として再発行

致しません。修理において修理後の試験成績書が必要な場合は、修理ご依頼時に

お申し付けください。修理完了して製品がお客様に御返却後の試験成績書のご要

望には、応じかねますのでご了承ください。 
 

 校正データ試験を完了しました校正ご依頼製品には、「校正データ試験合格」シ

ールが貼られています。 
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製品保証とアフターサービス                      
 

保証期間と保証内容 納入品の保証期間は、お受け取り日（着荷日）から１年間といたします。（修理

は除く）この期間中に、当社の責任による製造上及び、部品の原因に基づく故障

を生じた場合は、無償にて修理を行います。ただし、天災及び取扱ミス（定格以

外の入力、使い方や落下、浸水などによる外的要因の破損、使用・保管環境の劣

悪など）による故障修理と校正・点検は、有償となります。また、この保証期間

は日本国内においてのみ有効であり、製品が輸出された場合は、保証期間が無効

となります。また、当社が納入しました機器のうち、当社以外の製造業者が製造

した機器の保証期間は、本項に関わらず、該当機器の製造業者の責任条件による

ものといたします。 
保証期間後のサービ

ス(修理・校正） 
有償とさせていただきます。当社では、保証期間終了後でも高精度、高品質でご

使用頂けるように万全のサービス体制を設けております。アフターサービス（修

理・校正）のご依頼は、当社各営業所又は、ご購入された代理店に製品名、製品

コード、故障・不具合状況をお書き添えの上ご依頼ください。修理ご依頼先が不

明の時は、当社各営業所にお問い合わせください。 
一般修理のご依頼 
 

お客様からご指摘いただいた故障個所を修理させていただきます。点検の際にご

依頼を受けた修理品が仕様に記載された本来の性能を満足しているかチェック

し、不具合があれば修理のお見積もりに加え修理させていただきます。 
（「修理・検査済」シールを貼ります。） 

総合修理のご依頼 点検し故障個所の修理を致します。点検の際にご依頼を受けた修理品が仕様に記

載された本来の性能を満足しているか総合試験によるチェックを行い、不具合が

あれば修理させていただきます。さらに消耗部品や経年変化している部品に関し

て交換修理（オーバーホール）させていただきます。修理依頼時に総合試験をご

希望されるときは、「総合試験」をご指定ください。校正点検とは、異なります

ので注意してください。 
（「総合試験合格」シールを貼ります）  

修理保証期間 修理させていただいた箇所に関して、修理納入をさせていただいてから６ヶ月保

証させていただきます。 
修理対応可能期間 修理のご依頼にお応えできる期間は、基本的に同型式製品の生産中止後７年間と

なります。また、この期間内に於いても市販部品の製造中止等、部品供給の都合

により修理のご依頼にお応え致しかねる場合もございますので、ご了承くださ

い。 
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